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Ⅰ 設置の趣旨及び必要性 

 

 

１．大和大学の教育理念 

 

平成２６年４月、大和大学は、設置母体の学校法人西大和学園設立の精神である「国づくりは

人づくりから」を柱に、「高い専門性と幅広い視野を授けるとともに、豊かな人間性を涵養し、

一人ひとりの「ひと」を見つめ、学術文化の向上と社会の発展に貢献する有能な人材を育成す

る」を建学の精神に掲げ、教育学部、保健医療学部の２学部を擁する大学として開学した。 

教育学部は、「初等幼児教育、国語教育、数学教育、英語教育の各教育領域に関する専門的知

識を身につけ、教育・保育分野に貢献する人材を育成する」を教育目標に、保健医療学部は、

「看護学、理学療法学、作業療法学、言語聴覚学の各分野の知識、技能とともに人間性を備えた

人材を育成する」を教育目標に、教育者、医療従事者を世に輩出してきた。 

そして、平成２８年４月、政治行政学科（政治コース、行政コース）と、経済経営学科（経

済・経済分析コース、国際経済コース、経営戦略コース、起業・事業承継コース、金融・会計コ

ース）を擁する政治経済学部を開設。「政治、経済の各分野を広く俯瞰し、各分野における豊か

な専門的知識・理論に裏打ちされた実学的・実践的視点をもった人材を育成する」を教育目標

に、政治・行政・経済・経営の各領域で活躍する人材の育成にあたってきた。 

この度、４つ目の学部として「理工学部」の設置を構想し、大学における教育研究双方の役

割、特に、理工学分野における教員の研究環境整備の重要性を念頭に、調査研究を進めてきた。 

 

 

２．理工学部設置の社会的背景 

 

わが国の高度経済成長は、「ものづくり」によって支えられてきた。世界に誇る製品品質、技

術力を象徴する「メイドインジャパン」の地位は、日本人の勤勉性、「ものづくり」に対するモ

チベーション、創意工夫の姿勢によって築かれてきたが、我々は、やがて生まれる大量生産、大

量消費社会から、環境破壊、エネルギー問題、食糧問題、心身の健康問題など、複雑、深刻な課

題を突きつけられることになる。 

また併せて、我々は、社会の成熟に伴う生産人口の減少や、経済成長、グローバル化の進展に

伴う産業の空洞化等、これまでに経験したことのない問題に直面しており、これら広範、複雑な

課題に立ち向かう広く俯瞰的にものごとを見つめる視点、また、従来型の細分化された領域の視

点では生まれてこない新たな「発想」「知」が求められている。 

 

 

３．理工学部設置の必要性 
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こうした社会情勢下、平成２２年３月、東北大学で開催された「未来を切り開く理工系人材育

成－イノベーション人材の育成に向けた取組について－」のセッションにおいて、日本電気株式

会社 笠原裕氏は、「企業が求める理工系人材」と題し、「企業における人材ニーズと大学教育

とのギャップがある」「イノベーション創出の観点からは、文系、理系の領域横断の知識・技術

や視点が必要である」「産学連携による人材育成の取り組み、社会ニーズに応える実践重視カリ

キュラムを産学共同で策定する必要がある」「視野を広げる企業トップや一線級技術者によるオ

ムニバス形式の最新業界動向の講義が必要である」と提言している。（資料１ 提言・指摘①） 

また、平成２５年５月、教育再生実行会議は、「これからの大学教育等の在り方について（第

三次提言）において、「イノベーションの創出には、高い技術力とともに発想力、経営力などの

複合的な力を備え、新たな付加価値を生み出していく人材の育成が必要である。理工系分野をこ

れまで以上に強化することは欠かせない」と理工系人材育成の積極的推進の必要性について指摘

している。（資料１ 提言・指摘②） 

また、平成２６年２月、日本経済団体連合会は、「理工系人材育成戦略の策定に向けて」を公

表し、「理工系人材育成は、重要な国家戦略としての推進である」と提言。（資料１ 提言・指

摘③）これを受けて、平成２７年３月、文部科学省によって「理工系人材育成戦略」がまとめら

れ、理工系人材に期待される四つの活躍の一つに「新しい価値の創造及び技術革新（イノベーシ

ョン）」が掲げられるとともに、戦略の方向性、産学官の対話と協働として「理工系人材育成－

産学官円卓会議」の設置が示されている。（資料１ 提言・指摘④） 

そして、平成２９年３月、理化学研究所理事長 松本紘氏は、第２回 大学における工学系教

育の在り方に関する検討委員会（文部科学省）において、「工学教育改革の検討に当たって」と

題する資料で、「高度成長期、専門教育の充実が大学の使命となり、大学教育の分野の幅が狭く

なっていった」「工学の学科共通基礎科目においては、基礎教育の必修化が重要」「数理・情報

はリテラシーである」「情報も数学も学部で実施すべき」「新たな産業構造に対応するために

は、学生や教員の定員が張り付いた既存の学科編成は、硬直的であり、学科を一括りとし、柔軟

な組織体制に変革すべき」と指摘、提言している。（資料１ 提言・指摘⑤） 

これら理工系人材に、幅広い視野と新たな「知」を求める社会的要請、提言を踏まえ、本学で

は、事象解明の「理学」的視点と、ものづくりの技術的視点を併せ持ち、「理学」「工学」領域

を俯瞰的に見つめることができる人材、また、我々が直面している複雑な問題の解決、持続可能

な社会の実現に尽くし、技術立国日本を支える人材を、「理学」「工学」各専門領域の教員が連

携協力してあたるべく、理工学部を設置することとした。 

 

 

４．１学科複数専攻制の必要性 

 

平成２２年４月、日本学術会議 日本の展望委員会 理学・工学作業分科会は、「日本の展望－

理学・工学からの提言」において、「近年、単一の学科分野だけでは解決できない学際的・地球

的課題が生じてきており、新しい研究方法論が必要。従来の理学・工学、人文・社会、生命系の
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色々な領域型分野を横断した新しい価値観や科学・技術を生み出す「知の統合」が必要との認識

が強くなってきた」と提言している。（資料２ 提言・指摘①） 

また、平成２９年、大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会及び工学系教育の在

り方に関する調査研究ワーキンググループは、３つの時期に分けた人材育成の観点として、「短

期的人材養成の観点としては、情報を基盤とした工学諸分野の融合を、中期的人材養成の観点と

しては、学際領域や文理融合の視点を、長期的人材養成の観点としては、一般教養の数学・物理

の専門基礎知識を持った学生養成」を示すとともに、「専攻に縛られない研究指導体制の構築」

を提言している。（資料２ 提言・指摘②） 

また、木村孟氏（元文部科学省顧問）は、「産業界が求める人材」において、「基礎科学力に

裏付けられた深い専門性の必要性」「狭い限定領域の講義より、基礎科学を総合的かつ体系的に

教える教育カリキュラムの重要性」「複数の専門性、学部・学科間、大学相互乗り入れの必要

性」『細分化された「狭い」分野での専門研究より、新事象への多角的なアプローチ教育の重要

性』について言及している。（資料２ 提言・指摘③） 

近年では、平成３０年、日本経済新聞社主催の「産学連携による戦略的理工系人材育成と大学

の役割」フォーラムにおいて、理工系人材養成大学学長、企業関係者から「雇用者が技術者に求

めるスキルにギャップが出始めている」「専門分野を横断すること。予測不能な世界で広い視野

をもって活躍できる人材の育成が必要」「日本の教育の現状は、学びが教科・学科の壁を越えて

いない」「大学・学校教育と社会人教育が分断されている状況」との提言がなされている。（資

料２ 提言・指摘④） 

本理工学部の基本構想調査において、関西経済連合会、関西主要企業を訪問、産業界が求める

人材に関する聞き取りを行った際、企業人事担当者からは「専門的な知識技術より、理学・工学

の基礎的な知識、技術をしっかり身につけた学生を育てて欲しい」「大学の教育研究環境の変革

の必要性」「専門領域にとどまらない幅広い視野をもった人材が欲しい」との意見を受けてお

り、川崎重工業株式会社 技術研究所 横山稔氏は、「川崎重工業が求める人材像」において、

ミッションステートメントのグループ行動指針として「長期的・多面的・グローバルな視点に立

って思考し、行動する」を掲げるとともに、理工系学生に対し、「企業では開発対象の劇的変化

や組織の変化が常であり、それに柔軟に対応できるか－組み換えに強い人材を求めている」と示

している。（資料２ 提言・指摘⑤） 

また、科学技術の進展、社会の成熟に伴い、単一分野では解決できない学際的な課題が増加し

ており、専門分野を横断する視点に立った新しい価値観や、科学技術を生み出す必要性が年々高

まっている。 

本理工学部では、こうした社会、企業現場、各方面からの提言、要請と産業界を中心に幅広い

視野、理工の基礎力をもった人材が求められていること踏まえ、学部学科構成は、理工学部のも

とに複数学科を置く縦割りの形態ではなく、理工学部のもとに理工学科を置き、そのもとに「理

学」系分野の数理科学専攻、情報科学専攻、「工学」系分野の機械工学専攻、電気電子工学専

攻、建築学専攻の５専攻を設ける体制とし、他分野の教員や学生との活発な交流や、他分野の学

びを正規課程において実践し、社会が求める「理学」「工学」分野を幅広く見つめる視野をもっ

た人材の育成にあたることとした。 
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＜理工学融合学修の展開＞ 

 

本理工学部では、この幅広い視野をもった人材の育成、理工学融合学修の実践に向けて、専攻

の枠を超えた教員の連携協力を目的とする施設として、理工棟２階、６階の教員・研究実験卒研

フロアに会議室（６階は学部全専任教員収容可能）を設けるとともに、５階には、専攻の枠を超

えて、研究、実験、卒研指導で利用可能な共同研究実験室を設ける。また、学生相互のコミュニ

ケーション促進に向けて、１階エントランスホールから２階にかけての空間に豊かな発想を喚起

する大階段や、ミーティングテーブル、椅子を配したコミュニケーションエリアを、また、４階

には、各専攻の実験室、演習室等を同一フロアに配し、他専攻の実験の様子を身近に体感でき、

必要に応じて施設設備の相互利用が円滑に図られる環境を整備するとともに、６階にも、１、２

階同様のコミュニケーションエリアを設ける。 

 

 また、教育課程においては、１、２年次において、基礎教養、理工学の基礎の学修をしっかり

積み、３年次において、所属専攻の専門の学びだけでなく、隣接する他専攻の授業科目を履修す

ることによって幅広い視野と知識、技術を養い、４年次において、幅広い視野で卒業研究に取り

組む教育課程を編成する。また、それに加えて、全専攻学生必修の「現代理工学序論」「理工学

基礎セミナーⅠ・Ⅱ」「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」の理工学融合科目の学修を通して、養成する人

材像に掲げる「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる視野をもった人材の養成を図る。 

（資料３ 理工学融合科目の位置づけ） 

 

・「現代理工学序論（１年前期）」 

 

本学部各専攻の概要と、専攻間の関連性を学ぶことで、理工学全体に関する俯瞰的な視

野を身につけるとともに、自身の所属する専攻分野について再確認し、他専攻の専門分野

を学ぶことの重要性について理解させる。 

 

・「理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ（１年後期、２年前期）」 

 

「現代理工学序論」において理工学の全体像を理解したうえで、各専攻の教員による様々

なテーマを題材とした講義やグループワークを通して、分野融合の手法についての理解、

意識向上を図り、「理工学実践演習」につなげる。 

 

・「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ（３年前期、３年後期）」 

 

全専攻にまたがる学生によるグループを編成し、「理工学基礎セミナー」で学んだ各専

門領域を融合する手法を用い、専門科目の知識や技術を合わせ課題解決に取り組む PBL 型
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教育を展開する。本授業では、課題設定から解決、発表まで学生が主体となり、教員はフ

ァシリテーターとして各グループに指導助言、議論を促す役割を果たす。 

 

※「理工学基礎セミナー」「理工学実践演習」とも、Ⅰでは「現状技術を用いた理工学融

合による社会問題の解決」を題材に、Ⅱでは「技術の将来の発展性を考えた理工学融合に

よるイノベーションの提案」を題材に展開を図る。（資料４ 理工学融合科目の目的） 

 

＜教員の研究環境の整備・専攻間の連携・融合研究推進の取り組み＞ 

 

大学は、教育研究双方の役割を担っており、質の高い教育の展開には、教員の研究活動の推進

が不可欠である。特に、この度設置する理工学分野においては、教育研究の対象となる科学技術

の進展は日進月歩であり、教員が最新の情報、研究に携わり、その知識、技術を学生に教育する

ことの重要性はきわめて高い。 

 

そこで、本学では、理工学分野における教員の研究、卒研指導の重要性をふまえ、２階、５

階、６階の教員・研究実験卒研フロアに支障なく研究展開を図ることができる面積の各教員のプ

ライベイトラボ（研究室）と、隣接する卒研実験室を配置することにより、教員が、研究、実

験、卒研指導を円滑に展開できる環境を整備するとともに、２階、６階の教員・研究実験卒研フ

ロアに会議室（６階は学部全教員収容可能）を設け、学部全体の教員を構成メンバーとする教授

会、学部会議や、専攻横断のメンバーで構成される各種委員会を定期開催することができる環境

整備を図る。 

 

また、専攻間の連携、融合研究推進の取り組みは、以下に掲げる「分野融合研究推進会議」の

創設、「分野融合研究推進プロジェクト」経費の予算化を柱に掲げ、前述の２階、６階に設ける

会議室における専攻横断の教員による会議、打ち合わせや、５階に設ける共同研究実験室におけ

る分野融合研究実験を活発に展開することによって実践する。 

 

○「分野融合研究推進会議」の創設 

 

数理科学、情報科学、機械工学、電気電子工学、建築学の各専攻の教員を構成員とする 

「分野融合研究推進会議」を組織し、学生の分野融合教育の展開だけでなく、教員の分野融合研 

究の推進に関する調査研究、推進方策に関する協議を行う。 

また、本会議が、リエゾンオフィスの役割を担い、融合研究によって製品の開発製造を展開 

している企業や研究所からの資金協力の獲得や共同研究の展開、また、他大学の研究者との連 

携、情報交換や、幅広い分野の研究者による研究活動を展開している外部団体等との連携、共 

同研究の推進を図る。 

 

○「分野融合研究推進プロジェクト」経費の予算化 
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本理工学部における分野融合研究推進に向けて、「分野融合研究推進プロジェクト」を創 

設し、当該研究経費の予算化を図る。本プロジェクトは、全専攻教員を対象に学期毎に募集 

し、選考決定は、研究計画・起案書の学部長への提出、プレゼンテーション、大学の関係部 

署による稟議を経て、学長が採否を決定する。 

 

 

５．養成する人材像 

 

本理工学部では、以下の「養成する人材像」を掲げ、社会、企業現場等が求める人材の養成に

あたる。 

 

＜ 理工学部理工学科 共通 ＞ 

 

理工の基礎力、各専門分野の知識、技術とともに、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる

幅広い視野を身につけることにより、創造性と発想力を発揮して持続可能な社会実現に貢献する

技術者、研究者。 

 

・理学分野 （ 数理科学専攻／情報科学専攻 ） 

 

理工の基礎力、また、数理科学、情報科学の各専攻専門領域に関する知識、能力を基盤

に、「理学」「工学」を俯瞰的に見つめる幅広い視野、客観的な観察、論理的な思考によ

り、新たな価値の創造に貢献し、科学技術の革新、人類が抱える課題の解決、社会の発展

に貢献する人材。 

 

・工学分野 （ 機械工学専攻／電気電子工学専攻／建築学専攻 ） 

 

理工の基礎力、また、機械工学、電気電子工学、建築学の各専攻の「ものづくり」に関

する知識、技術、能力を基盤に、「理学」「工学」を俯瞰的に見つめる幅広い視野、新た

なものを生み出そうとする創造的思考によって、安心安全な社会、持続可能な社会づくり

に貢献する人材。 

 

 また、所属する主専攻の専門の学びだけでなく、隣接する他専攻の専門科目の学びを副専攻と

して修得する「理工学融合学修」の展開を図ることによって、各専攻について、以下のような資

質、能力を身につけた人材の養成を図る。 

 

○ 数理科学専攻 
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数理科学は、自然科学・工学の要請から発達してきた部分が大きく、現在は「データ」を中

心に領域が発展しており、単に数学モデルを扱うのではなく、実際のデータに基づき、モデル

をたて、分析し、データの持つ意味を知るということを行っている。 

そのため、数理科学専攻の学生が、電気電子工学や情報科学のように数理的要素が必要とな

る分野を学ぶことによって、これらの分野における数理科学の理論的背景やアルゴリズムの必

要性を理解し、応用能力を身につけることができる。また、機械工学や建築学のように“モ

ノ”を創出する領域を学ぶことによって、実社会における数理科学の役割を理解し、“モノ”

づくりに必要となる数理的緻密性・正確性を身につけることができ、その結果、数理科学専攻

で学んだ知見を基に、実社会から要求されるソーシャルニーズ・課題の知見を得つつ、それに

答える数理モデル創出やアルゴリズム開発を試みることで、インプットからアウトプットに至

るまでを統一的に創造する能力を身につけることができる。 

 

○ 情報科学専攻 

 

情報科学とは、理工学に限らず、経済や社会など、この世の中に溢れている様々な情報に対

して、数学的理論を基に、収集、解析、計算、応用という一連の流れを行う学問である。ま

た、現代においては、それらの処理を行うためにコンピュータを活用するということも重要に

なっている。そのため、情報科学専攻の学生が、数理科学という情報科学の裏付けとなる学問

分野を学ぶことによって情報科学の理解を深めることができる。例えば、統計処理などを学ぶ

ことにより BigData 解析の基盤を養うことができる。また、機械工学や建築学といった情報科

学技術の適用先の分野を学ぶことにより、知識や技術を応用していく能力や資質を身につける

ことができる。例えば、機械工学では、機械間の情報技術である M2M への応用力、建築学で

は、建物や橋梁への IoT の適用といった応用力、電気電子工学では、情報機器を取り扱ううえ

で有用となる電気回路などのハードウェアの知識を身につけることができる。 

 

○ 機械工学専攻 

 

機械工学は、分析（アナリシス）に重点が置かれた縦糸としての力学系学術コアと、統合

（シンセシス）に重点が置かれた横糸としての設計・生産系学術コアからなる学問領域であ

る。 

機械工学専攻の学生が、電気電子工学や情報科学を学ぶことで、ロボットや工作機械などの

メカトロニクス機器の電気システムの設計や、AI技術などを利用した自動運転システムの設

計などの技術が身につき、数理科学を学ぶことで、機械システムやメカトロニクスシステムの

高度なシミュレーション技術と、その基礎理論が身につく。また、建築学を学ぶことで、機械

システムやメカトロニクスシステムの外観、内装、ヒューマンインタフェースのデザインのセ

ンスを身につけることができる。 

このように、機械工学に加えて他専攻を学ぶことで、縦糸としての「分析」の対象を拡げ、

横糸としての「統合」に用いるツールを増やすことができる。 
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○ 電気電子工学専攻 

 

電気電子工学では、電子の流れをエネルギーとして捉える電気工学と、電子を情報伝達の道

具として捉える電子工学を学ぶ。 

電気電子工学専攻の学生が、数理科学の領域を学ぶことによって、数学や物理学を中心とす

る基礎理論の理解を堅固にし、深めることができ、実験データの統計処理など問題解決の手法

を身につけることができる。また、情報科学を学ぶことで、電気電子工学の最も重要な応用分

野であるコンピュータや各種情報通信の方式や情報システムに関する理解を深めるとともに、

技術的要求、研究動向に関する視野の広がりを図ることができる。また、機械工学を学ぶこと

で、メカトロニクス、電気機械制御、電気電子装置・デバイスの製造技術に関する応用能力を

養うことができる。また、建築学は、電気電子工学技術の運用領域として非常に重要な分野で

あり、建築学を学ぶことを通して、電気エネルギーの活用、電子デバイスの技術的要求等につ

いての考えを深めることで、応用能力や課題発見能力を身につけることができる。 

 

○ 建築学専攻 

 

建築学は、理工学によって導かれた科学、技術進歩を総合的に都市や建築に生かす専門であ

るといえる。人や社会の要求を読み解き、都市や建築のデザインを行うが、計画と設計の際に

は、情報科学、電気電子工学、機械工学、数理科学の各技術分野を総合してプロジェクトをま

とめ上げることになる。 

そのため、建築学専攻の学生が、情報科学、電気電子工学、機械工学を学ぶことにより、建

築設備の設計や、スマートハウスの実現に向けてのプロジェクト運用能力が身につき、数理科

学、情報科学を学ぶことで建築構造解析の理解が深まる。 

また、歴史遺産になるような高名な建築の存在の背景には、高度な数学的知識が必要不可欠

の要素として横たわっており、数理科学を学ぶことで、より高度な数学的知識を得ることがで

き、建築物への理解を深めることができる。 

このように、理工学の他の４専攻の学問を学ぶことで、将来、建築等のプロジェクトにおい

て各分野の知識・技術を運用、融合させることができる力や、各分野の技術者と交流するうえ

で必要な基礎知識を身につけることができる。 

 

 

６．学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

本理工学部では、卒業要件を満たし、以下の資質・能力を有していると認められる者に、理学

分野（数理科学専攻、情報科学専攻）は学士(理学)を、工学分野（機械工学専攻、電気電子工学専

攻、建築学専攻）は学士(工学)の学位をそれぞれ授与する。 
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＜ 理工学部理工学科 共通 ＞ 

 

① 社会人として必要な人文科学・社会科学・自然科学に関する教養、外国語、情報リテラシー

能力を身につけている。 

 

② 理工の基礎力、各専門領域に関する知識、技術を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理

学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学びを通じ、幅広

い知識、技術を身につけ、それらを融合させ、新たな価値の創造に意欲的に取り組むことがで

きる。 

 

③ 身につけた知識、技術、能力を活かし、幅広い視野で、他者と協調して課題の解決にあた

り、社会の発展に貢献する意欲を有している。 

 

・理学分野 

 

（数理科学専攻） 

 

① 理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共通専門に関する知識、技術、能力とともに、

技術者、研究者としての責任感や使命感、また、数理科学の知識、技術、能力を活用し

た将来を展望する視野を有している。 

 

② 微分積分、線形代数学、微分方程式、集合と位相、代数学、幾何学、解析学、数理統計

学、確率論等の数理科学に関する専門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じ

て「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学び

を通じ、幅広い知識、技術を身につけ、それらを融合させ、新たな価値の創造に意欲的

に取り組むことができる。 

 

③ 数理科学に関する知識、能力や、他分野に関する知識、技術、能力を活かし、幅広い視

野で、他者と協調して課題の解決にあたり、社会の発展に貢献する意欲を有している。 

 

（情報科学専攻） 

 

① 理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共通専門に関する知識、技術、能力とともに、

技術者、研究者としての責任感や使命感、また、情報科学の知識、技術、能力を活用し

た将来を展望する視野を有している。 

 

② 数理・データ科学分野、計算機系分野、人工知能分野等の情報科学に関する専門的知

識、技術、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰的に
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見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学びを通じ、幅広い知識、技術を身につ

け、それらを融合させ、新たな価値の創造に意欲的に取り組むことができる。 

 

③ 情報科学に関する知識、能力や、他分野に関する知識、技術、能力を活かし、幅広い視

野で、他者と協調して課題の解決にあたり、社会の発展に貢献する意欲を有している。 

 

・工学分野 

 

（機械工学専攻） 

 

① 理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共通専門に関する知識、技術、能力とともに、

技術者、研究者としての責任感や使命感、また、機械工学の知識、技術、能力を活用し

た将来を展望する視野を有している。 

 

② 機械エネルギー系分野、ハード系分野、設計・デザイン系分野、機械工作系分野等の機

械工学に関する専門的知識、技術、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」

「工学」領域を俯瞰的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学びを通じ、幅

広い知識、技術を身につけ、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創造に意欲

的に取り組むことができる。 

 

③ 機械工学に関する知識、能力や、他分野に関する知識、技術、能力を活かし、幅広い視

野で、他者と協調して「ものづくり」に取り組み、安心安全な社会、持続可能な社会づ

くりに貢献する意欲を有している。 

 

（電気電子工学専攻） 

 

① 理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共通専門に関する知識、技術、能力とともに、

技術者、研究者としての責任感や使命感、また、電気電子工学の知識、技術、能力を活

用した将来を展望する視野を有している。 

 

② 電磁気学分野、電気回路分野、電子回路分野、電気エネルギー系分野、情報通信・電磁

波系分野、材料・物性系分野、計測・制御・計算機分野等の電気電子工学に関する専門

的知識、技術、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰

的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学びを通じ、幅広い知識、技術を身

につけ、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創造に意欲的に取り組むことが

できる。 
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③ 電気電子工学に関する知識、能力や、他分野に関する知識、技術、能力を活かし、幅広

い視野で、他者と協調して「ものづくり」に取り組み、安心安全な社会、持続可能な社

会づくりに貢献する意欲を有している。 

 

（建築学専攻） 

 

① 理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共通専門に関する知識、技術、能力とともに、

技術者、研究者としての責任感や使命感、また、建築学の知識、技術、能力を活用した

将来を展望する視野を有している。 

 

② 設計・計画系分野、環境・設備系分野、構造系分野、生産系分野等の建築学に関する専

門的知識、技術、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯

瞰的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の学びを通じ、幅広い知識、技術を

身につけ、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創造に意欲的に取り組むこと

ができる。 

 

③ 建築学に関する知識、能力や、他分野に関する知識、技術、能力を活かし、幅広い視野

で、他者と協調して「ものづくり」に取り組み、安心安全な社会、持続可能な社会づく

りに貢献する意欲を有している。 

 

 

７．中心的な学問分野 

 

（数理科学専攻） 

 

代数学分野(整数論、群論・環論・体論、ガロア理論)、幾何学分野(位相空間論、多様体

論、位相幾何学、複素多様体)、解析学分野(ルベーグ測度・積分論、ベクトル解析、フー

リエ解析、関数解析学)、確率・統計学分野(確率論、数理統計学)、情報数理系分野(数値

解析、記号論理学、離散数学)など 

 

（情報科学専攻） 

 

数理・データ科学系分野(情報理論、情報数理、応用解析学、グラフ理論、数理計画論、数

理モデルと統計、データ科学とデータ分析、暗号と符合、モデリングとシミュレーション科

学)、計算機系分野(プログラミング、データ構造とアルゴリズム、計算機アーキテクチャ

ー、ソフトウェア工学、情報通信ネットワーク、データベース工学)、人工知能系分野(機械

学習、人工知能、マルチメディア) など 
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（機械工学専攻） 

 

機械エネルギー系分野(熱工学、流体力学、伝熱工学)、ハード系分野(材料力学、機械材料

学、機械力学、機械制御工学、ロボティックス基礎)、設計・デザイン系分野(機械設計基

礎、機械設計工学、機械設計製図)、機械工作系分野(生産工学、機械計測、産業・交通機

械工学) など 

 

（電気電子工学専攻） 

 

電磁気学分野、電気回路分野、電子回路分野、電気エネルギー系分野(電気機器工学、発変

電工学、送配電工学、電力エネルギー工学)、情報通信・電磁波系分野(情報理論、ネット

ワーク工学、電気通信システム、光・電波工学)、材料・物性系分野(固体電子物性、半導

体・電子デバイス工学、電気電子材料学)、計測・制御・計算機分野(電気電子計測工学、

電気電子制御工学、パワーエレクトロニクス)など 

 

（建築学専攻） 

 

設計・計画系分野(建築設計学、建築設計製図、建築 CAD、 住計画論、建築計画学、都市計

画論、建築史)、環境・設備系分野(建築環境工学、色彩デザイン論、建築設備学、 インテ

リアデザイン)、構造系分野(建築構法、建築構造力学、建築構造学、耐震設計法)、生産系

分野(建築材料学、建築施工)など 

 

 

 

Ⅱ 学部・学科等の特色 

 

前述の通り、本理工学部は、理工学科のもとに、「理学」分野の数理科学専攻、情報科学専

攻、そして、「工学」分野の機械工学専攻、電気電子工学専攻、建築学専攻の５専攻を配する体

制をとり、以下に掲げる教育、取り組みを特色に、理工の基礎力、そして「理学」「工学」領域

を俯瞰的に見つめる幅広い視野、知識、技術を備えた人材の育成にあたることとする。 

 

 

１．理工の基礎力と、「理学」「工学」領域を俯瞰する幅広い視野、知識、技術

を育てる教育課程 

 

前述の「養成する人材像」に掲げる理工の基礎力と、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめ

る幅広い視野、知識、技術を育てる教育課程が、本理工学部の１つ目の特色である。 
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本教育課程において、まず、理工の基礎力は、全専攻共通で学ぶ「共通専門教育科目」の「基

礎数学系科目」に配された数学の各領域授業科目、また、「学科共通専門科目」に配された情報

関連の授業科目、共通専門の授業科目を、主に１、２年次に履修することにより養成する。 

また、「理学」「工学」領域を俯瞰する幅広い視野、知識、技術は、「専門教育科目」の「学

科共通専門科目」に１、２年次配当されている現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各

専攻概論科目等における各専攻の教員連携による学びを通じて、また、「専門教育科目」に配さ

れている他専攻の「専門科目」の履修や、３年次配当の「実践演習科目」における専攻の枠を超

えた学生連携によるＰＢＬ活動の取り組みを通じて養成する。 

 

 

２．理工系企業の第一線で活躍する有識者による実学講座 

 

前述の「理工学部設置の必要性」等に記載した「大学教育と企業現場とのギャップ」「企業現

場のトップや一線級の技術者による講義の必要性」等の各界からの強い指摘、また、基本構想調

査段階に企業人事担当者から受けた「大学教育と企業現場との接続の必要性」「特に理工系人材

は社会のニーズをとらえることが重要」との指摘を踏まえ実施する「企業の有識者による実学講

座」が本理工学部の３つ目の特色である。 

当講座は、全専攻共通の「共通基礎科目」に配する「キャリアデザイン科目」の授業展開の一

部に導入し、１年次は「理工人材としての自身の将来像を描く」、２年次は「理工系企業を知る

ことによって卒業後の進路意識を醸成する」を目的に、以下の観点で選び抜いた講師陣が担当す

る。 

講座実施にあたっては、意義、目的、観点についての事前指導を実施、講座終了後はレポート

取りまとめを課すとともに、全講座終了後、学生から提出されたレポートを総括し、講座受講の

成果の共有を図る。 

 

＜実学講座 講師依頼の観点＞ 

 

（１）当該授業の趣旨目的について十分理解している。 

（２）ひとの教育、成長に対する強い意識と使命感を有している。 

（３）理工系分野の十分な実務経験を有している。 

（４）学ぶ意欲と、卒業後の進路に対する強い意識を喚起する講座を展開できる。 

 

 

 

Ⅲ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

 

本理工学部は、理工学科のもとに、数理科学、情報科学、機械工学、電気電子工学、建築学の

５専攻を配する体制をとり、『理工の基礎力、各専門分野の知識、技術とともに、「理学」「工
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学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野を身につけることにより、創造性と発想力を発揮して持

続可能な社会実現に貢献する技術者、研究者』を養成することを教育目標としており、各分野・

各専攻の養成する人材像をふまえ、授与する学位の名称を以下の通りとする。 

 

＜学部・学科・専攻名称＞ 

 

（学部）   理工学部     （英語表記） Faculty of Science and Engineering 

 

（学科）   理工学科     （英語表記） Department of Science and Engineering 

 

（専攻）   数理科学専攻   （英語表記） Division of Mathematical Science 

        情報科学専攻    （英語表記） Division of Information Science 

        機械工学専攻   （英語表記） Division of Mechanical Engineering 

        電気電子工学専攻 （英語表記） Division of Electrical and  

                        Electronics Engineering  

        建築学専攻        （英語表記） Division of Architecture 

 

＜学位名称＞ 

 

（理学分野） 数理科学専攻    学士（理学） （英語表記） Bachelor of Science 

        情報科学専攻    学士（理学） （英語表記） Bachelor of Science 

 

（工学分野） 機械工学専攻    学士（工学） （英語表記） Bachelor of Engineering 

        電気電子工学専攻  学士（工学） （英語表記） Bachelor of Engineering 

        建築学専攻     学士（工学） （英語表記） Bachelor of Engineering 

 

 

 

Ⅳ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

本理工学部では、前述の「設置の趣旨」「養成する人材像」に記載の通り、『理工の基礎力、

各専門分野の知識、技術とともに、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野を身に

つけることにより、創造性と発想力を発揮して持続可能な社会実現に貢献する技術者、研究者』

を養成することを教育目標としており、その実現に向け、以下のカリキュラム・ポリシー（理工

学部理工学科共通、各専攻別）を掲げ、教育課程を編成する。 

 

 

１． 教育課程の編成方針（カリキュラム・ポリシー） 
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＜ 理工学部理工学科 共通 ＞ 

 

理工学部理工学科の教育課程は、以下の知識、技術、能力の養成を目的とする「共通基礎科

目」「専門教育科目」の２つの科目区分によって編成される。 

 

〇 共通基礎科目 

 

「共通基礎科目」は、さらに、「教養科目」「外国語科目」「保健体育科目」「キャリアデ

ザイン科目」の４つに区分され、幅広い教養や豊かな人間性、社会におけるさまざまな課題へ

の探究力を高めること、また、アカデミックスキル、コミュニケーション能力、職業観や進路

に関する意識を醸成することを目的として設定する。 

 

〇 専門教育科目 

 

「専門教育科目」は、「共通専門教育科目」「数理科学専攻専門科目」「情報科学専攻専門

科目」「機械工学専攻専門科目」「電気電子工学専攻専門科目」「建築学専攻専門科目」「実

践演習科目」「卒業研究」の８つの区分からなる。 

「共通専門教育科目」は、さらに、「基礎数学系科目」「学科共通専門科目」の２つに区分

され、各専攻の専門分野の学びを深める基礎となる基礎数学科目、情報関連科目、「理学」

「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的として設定する。 

また、各専攻の「専門科目」「実践演習科目」「卒業研究」は、専門知識、技能、研究方法

の修得とともに、他専攻の専門科目の履修を通して幅広い視野を身につけ、自ら課題を発見す

る意識、創造力を培うことを目的として設定する。 

 

・理学分野 

 

（数理科学専攻） 

 

数理科学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「社会人として必要な教養、外国

語、情報リテラシー能力や、将来を展望する意識、また、理工の基礎力、数理科学に関す

る専門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰的

に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創

造に意欲的に取り組む姿勢、そして、幅広い視野で、他者と協調して課題解決にあたり、

社会の発展に貢献する意欲を有する人材」の養成を目的に、以下の観点をふまえ教育課程

を編成する。 
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① 社会人として必要な教養、外国語、情報リテラシーに関する知識、技能を身につけ、理   

工系人材として将来を展望することを目的に、主に１、２年次配当科目として「共通基

礎科目」に「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」に関する「教養科目」、「外

国語科目」、「キャリアデザイン科目」を開設する。 

 

② 基礎数学力、「理学」「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的に、主に

１、２年次配当科目として「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科

目」を設定するとともに、「学科共通専門科目」に、理工基礎力、専攻融合の取り組み

による幅広い視野育成を目的とした現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専

攻概論科目等の授業科目を開設する。 

 

③ 数理科学に関する専門知識を身につけることを目的に、主に２、３年次配当科目として 

「専門教育科目」の「数理科学専攻専門科目」に、「微分積分学」「線形代数学」「微

分方程式」「集合と位相」「代数学」「幾何学」「解析学」「数理統計学」「確率論」

等の授業科目を開設するとともに、「専門教育科目」の他専攻の専門科目の履修を卒業

要件とすることにより、多様な視点からアプローチし、解決策を提案することができる

力を養成する。 

 

④ 数理科学を修めて得た知見をもとに、他者と協調して実社会で自らの社会的役割を果た   

す力を養成することを目的に、「専門教育科目」に、専攻複合によるＰＢＬ活動を展開

する「実践演習科目」を開設するとともに、４年次には、専門分野の研究を通じ、数理

科学の知識を社会貢献に活かす意識を醸成する「卒業研究」を開設する。 

 

（情報科学専攻） 

 

情報科学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「社会人として必要な教養、外国

語、情報リテラシー能力や、将来を展望する意識、また、理工の基礎力、数理科学に関す

る専門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰的

に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創

造に意欲的に取り組む姿勢、そして、幅広い視野で、他者と協調して課題解決にあたり、

社会の発展に貢献する意欲を有する人材」の養成を目的に、以下の観点をふまえ教育課程

を編成する。 

 

① 社会人として必要な教養、外国語、情報リテラシーに関する知識、技能を身につけ、理

工系人材として将来を展望することを目的に、主に１、２年次配当科目として「共通基

礎科目」に「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」に関する「教養科目」、「外

国語科目」、「キャリアデザイン科目」を開設する。 
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② 基礎数学力、「理学」「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的に、主に

１、２年次配当科目として「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科

目」を設定するとともに、「学科共通専門科目」に、理工基礎力、専攻融合の取り組み

による幅広い視野育成を目的とした現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専

攻概論科目等の授業科目を開設する。 

 

③ 情報科学に関する専門知識とともに、論理的な思考で課題解決に取り組む姿勢と、新し

い付加価値を生む能力を身につけることを目的に、主に２、３年次配当科目として「専

門教育科目」の「情報科学専攻専門科目」に、「数理・データ科学分野」「計算機系分

野」「人工知能系分野」等の授業科目を開設するとともに、「専門教育科目」の他専攻

の専門科目の履修を卒業要件とすることにより、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つ

める幅広い視野を養成する。 

 

④ 情報科学分野に関する専門的知識や技術をもとに、他者と協調して実社会で自らの社会

的役割を果たす力を養成することを目的に、「専門教育科目」に、専攻複合によるＰＢ

Ｌ活動を展開する「実践演習科目」を開設するとともに、４年次には、専門分野の研究

を通じ、情報科学の知識、技術を社会貢献に活かす意識を醸成する「卒業研究」を開設

する。 

 

・工学分野 

 

（機械工学専攻） 

 

機械工学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「社会人として必要な教養、外国

語、情報リテラシー能力や、将来を展望する意識、また、理工の基礎力、数理科学に関す

る専門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰的

に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創

造に意欲的に取り組む姿勢、そして、幅広い視野で、他者と協調して課題解決にあたり、

社会の発展に貢献する意欲を有する人材」の養成を目的に、以下の観点をふまえ教育課程

を編成する。 

 

① 社会人として必要な教養、外国語、情報リテラシーに関する知識、技能を身につけ、理

工系人材として将来を展望することを目的に、主に１、２年次配当科目として「共通基

礎科目」に「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」に関する「教養科目」、「外

国語科目」、「キャリアデザイン科目」を開設する。 

 

② 基礎数学力、「理学」「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的に、主に

１、２年次配当科目として「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科
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目」を設定するとともに、「学科共通専門科目」に、理工基礎力、専攻融合の取り組み

による幅広い視野育成を目的とした現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専

攻概論科目等の授業科目を開設する。 

 

③ ４大力学等の機械工学の基礎知識を修得し、それを工学的な問題解決に活用できる力、

また、機械工学に関する専門的知識、技術を身につけることを目的に、主に２、３年次

配当科目として「専門教育科目」の「機械工学専攻専門科目」に、「機械エネルギー系

分野」「ハード系分野」「設計・デザイン系分野」「機械工作系分野」等の授業科目を

開設するとともに、「専門教育科目」の他専攻の専門科目の履修を卒業要件とすること

により、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野を養成する。 

 

④ 機械工学に関する専門的知識、技術を活用し、他者と協調して実社会で自らの社会的役

割を果たす力を養成することを目的に、「専門教育科目」に、専攻複合によるＰＢＬ活

動を展開する「実践演習科目」を開設するとともに、４年次には、専門分野の研究を通

じ、機械工学の知識、技術を社会貢献に活かす意識を醸成する「卒業研究」を開設す

る。 

 

（電気電子工学専攻） 

 

電気電子工学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「社会人として必要な教養、外

国語、情報リテラシー能力や、将来を展望する意識、また、理工の基礎力、数理科学に関

する専門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰

的に見つめる視野を身につけるとともに、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の

創造に意欲的に取り組む姿勢、そして、幅広い視野で、他者と協調して課題解決にあた

り、社会の発展に貢献する意欲を有する人材」の養成を目的に、以下の観点をふまえ教育

課程を編成する。 

 

① 社会人として必要な教養、外国語、情報リテラシーに関する知識、技能を身につけ、理

工系人材として将来を展望することを目的に、主に１、２年次配当科目として「共通基

礎科目」に「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」に関する「教養科目」、「外

国語科目」、「キャリアデザイン科目」を開設する。 

 

② 基礎数学力、「理学」「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的に、主に

１、２年次配当科目として「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科

目」を設定するとともに、「学科共通専門科目」に、理工基礎力、専攻融合の取り組み

による幅広い視野育成を目的とした現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専

攻概論科目等の授業科目を開設する。 
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③ 電気電子工学に関する専門的知識、計測等の基本的な実用技能を修得することを目的

に、主に２、３年次配当科目として「専門教育科目」の「電気電子工学専攻専門科目」

に、「電磁気学分野」「電気回路分野」「電子回路分野」「電気エネルギー系分野」

「情報通信・電磁波系分野」「材料・物性系分野」「計測・制御・計算機分野」の授業

科目を開設するとともに、「専門教育科目」の他専攻の専門科目の履修を卒業要件とす

ることにより、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野を養成する。 

 

④ 電気電子工学に関する専門的知識、技術を活用し、他者と協調して実社会で自らの社会

的役割を果たす力を養成することを目的に、「専門教育科目」に、専攻複合によるＰＢ

Ｌ活動を展開する「実践演習科目」を開設するとともに、４年次には、専門分野の研究

を通じ、電気電子工学の知識、技術を社会貢献に活かす意識を醸成する「卒業研究」を

開設する。 

 

（建築学専攻） 

 

建築学専攻では、ディプロマ・ポリシーに掲げる「社会人として必要な教養、外国語、

情報リテラシー能力や、将来を展望する意識、また、理工の基礎力、数理科学に関する専

門的知識、能力を基盤に、理工学融合の学びを通じて「理学」「工学」領域を俯瞰的に見

つめる視野を身につけるとともに、他分野の知識、技術を融合させ、新たな価値の創造に

意欲的に取り組む姿勢、そして、幅広い視野で、他者と協調して課題解決にあたり、社会

の発展に貢献する意欲を有する人材」の養成を目的に、以下の観点をふまえ教育課程を編

成する。 

 

① 社会人として必要な教養、外国語、情報リテラシーに関する知識、技能を身につけ、理

工系人材として将来を展望することを目的に、主に１、２年次配当科目として「共通基

礎科目」に「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」に関する「教養科目」、「外

国語科目」、「キャリアデザイン科目」を開設する。 

 

② 基礎数学力、「理学」「工学」に共通する理工の基礎力を養成することを目的に、主に

１、２年次配当科目として「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科

目」を設定するとともに、「学科共通専門科目」に、理工基礎力、専攻融合の取り組み

による幅広い視野育成を目的とした現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専

攻概論科目等の授業科目を開設する。 

 

③ 建築学に関する専門的知識、技術を身につけ、それらを活用し、建築物、環境を企画設  

計する能力を修得することを目的に、主に２、３年次配当科目として「専門教育科目」

の「建築学専攻専門科目」に、「設計・計画系分野」「環境・設備系分野」「構造系分

野」「生産系分野」の授業科目を開設するとともに、「専門教育科目」の他専攻の専門
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科目の履修を卒業要件とすることにより、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅

広い視野を養成する。 

 

④ 建築学に関する専門的知識、技術を活用し、他者と協調して実社会で自らの社会的役割

を果たす力を養成することを目的に、「専門教育科目」に、専攻複合によるＰＢＬ活動

を展開する「実践演習科目」を開設するとともに、４年次には、専門分野の研究を通

じ、建築学の知識、技術を社会貢献に活かす意識を醸成する「卒業研究」を開設する。 

 

 

２．設置の趣旨と教育課程との体系性 

 

本理工学部の教育課程は、前述の「養成する人材像」「学位授与方針（ディプロマ・ポリシ

ー）」「教育課程の編成方針（カリキュラム・ポリシー）」に記載の教育目標、教育課程編成方

針に則り、以下の体系性をもって編成されている。 

 

〇 共通基礎科目 

 

本科目区分は、さらに「教養科目」「外国語科目」「保健体育科目」「キャリアデザイン科

目」に区分され、学科共通の科目区分とする。 

 

 （教養科目 ・ 外国語科目 ・ 保健体育科目） 

 

本科目区分は、中央教育審議会答申「新しい時代における教養教育の在り方について」

をふまえ、「学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる「社会人として必要な人

文科学・社会科学・自然科学に関する教養、外国語、情報リテラシー能力を身につけるこ

と」を目的とする。 

授業科目は、主に１、２年次に配当し、「教養科目」を、さらに「人間と文化」「人間と

社会」「人間と自然」に区分し、それぞれの区分から２単位以上（合計６単位以上）、ま

た、「外国語科目」「保健体育科目」から８単位以上の修得を卒業要件とするとともに、「情

報処理入門」「英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「スポーツⅠ」を必修科目として開設することによ

り、「設置の趣旨」に掲げる教育目標の実践を図る。 

 

（キャリアデザイン科目） 

 

本科目区分は、「学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」に記載の「各専門知識、技

術、能力を活用した将来を展望する視野」「技術者、研究者としての責任感や使命感」を

養成することを目的としており、「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を１年次から４年

次まで通年の必修科目として開設し、１、２年次に、前述の「学部・学科等の特色」に記
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載の「有識者による実学講座」を導入し、段階的、系統的に、理工系人材としての将来を

展望する視野の養成を図る。 

 

〇 専門教育科目 

 

この科目区分は、さらに「共通専門教育科目」「各専攻専門科目」「実践演習科目」「卒業

研究」の４つに区分される。 

 

（共通専門教育科目） 

 

本科目区分は、さらに「基礎数学系科目」「学科共通専門科目」に区分され、「学位授

与方針（ディプロマ・ポリシー）」に記載の「理工の基礎力にあたる基礎数学や、学科共

通専門に関する知識、技術、能力」を養成することを目的に、「基礎数学系科目」に、

「微分積分学基礎Ⅰ・Ⅱ」「線形代数学Ⅰ・Ⅱ」を１年次配当の必修科目として、また、

「学科共通専門科目」に、「現代理工学序論」「理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ」「プログラ

ミング基礎」を１、２年次配当の必修科目として開設するとともに、所属専攻以外の専攻

の概論科目を２単位以上修得することを卒業要件とすることによって「設置の趣旨」に掲

げる教育実践を図る。 

また、前述の「キャリアデザイン科目」における「技術者、研究者としての責任感や使

命感」を身につける学びの発展として、「学科共通専門科目」に「工学倫理・研究倫理」

「情報社会と情報倫理」を３、４年次配当の選択科目として開設する。 

 

（各専攻専門科目） 

 

本科目区分は、さらに、数理科学、情報科学、機械工学、電気電子工学、建築学の各専

攻の５つに区分され、「養成する人材像」「「学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」

に掲げる「各専門分野の知識、技術」『「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い

視野』を身につけることを目的に、主に、２、３年次に授業科目を配当し、所属専攻の専

門科目の修得単位数、また、各専攻に関連の深い他専攻の専門科目の修得単位数を卒業要

件とすることによって「設置の趣旨」に掲げる教育を実践する。 

 

（実践演習科目 ・ 卒業研究） 

 

「実践演習科目」「卒業研究」は、「共通専門教育科目」「各専攻専門科目」の学びで

身につけた教養、素養、理工の基礎力、専門・他分野の知識、技術、能力、「理学」「工

学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野を活かし、「養成する人材像」「学位授与方針

（ディプロマ・ポリシー）」に掲げる人材像、資質、能力養成の集大成を図ることを目的

としている。 
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「実践演習科目」には、専攻の枠を超えた学生連携によるＰＢＬ活動の取り組みを実践

する「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」を３年次配当の必修科目として開設。「卒業研究」では、

個々の学生が、これまで身につけた知識、技術、能力を基礎に、各専門分野の指導教官の

もと研究に取り組むとともに、卒業後の進路を視野に、「社会の発展、安心安全な社会、

持続可能な社会づくりに貢献する意識」の醸成を図る。 

 

 

３．特色的な教育の取り組み 

 

以下の２つの教育が、本理工学部の教育課程の特色的な取り組みである。 

 

（１） 習熟度別教育の実施 

 

○ 目的 

入試段階で本学の教育に必要となる学力が備わっているかどうかを判定し、合格者を決

定するが、学科試験を課さない入試制度による入学者がいることや、合否を各科目の合計

点で判定するため、科目間の学力差が判断できないことから、入学者の各科目の基礎学力

に差が生じることが想定されるので、入学予定者に対し、英語、数学、物理の課題を課す

とともに、入学後には下記の基礎科目において習熟度別授業を実施し、さらにその定着が

思わしくない学生に対しては課外での学習指導体制を整えることで、学生の基礎学力の底

上げを図り、全学生がディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を身につけることをめざ

す。 

 

○ 習熟度別授業 

 

・ 実施科目 

「英語基礎演習Ⅰ」「英語基礎演習Ⅱ」「基礎物理学」「基礎数学」 

「微分積分学基礎Ⅰ」「線形代数学基礎Ⅰ」「集合と論理」「力学Ⅰ」 

 

・ 実施方法 

英語、数学、物理の基礎学力を判断するため、プレイスメントテストを実施し、そ

の結果を基に、習熟度別授業を展開する科目は、2専攻または 3専攻単位で同時開講

とし、上位と下位の 2クラス、または上位、中位、下位の 3クラスに分けて授業を実

施する。（原則、各クラス約 50 名程度を想定） 

上位または中位クラスは、基礎学力が身についていることを前提にした授業を、下

位クラスは、基礎内容も含めた丁寧な説明や解説を中心とした授業を展開することに

より、授業内容の定着と到達目標の達成を図る。 
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・到達度の評価方法 

授業は習熟度別に実施するが、その達成目標は共通のため、到達度の評価は、定期

考査において全クラス統一の試験を実施し、共通の基準により評価する。その際、一

部の学生が不利益を被ったり、不公平を感じたりすることのないよう、授業担当者会

議で共通理解を図ったうえで、学生にはオリエンテーション等を活用して、習熟度別

授業の目的や趣旨、授業評価基準等の説明を行う。 

 

○ 課外の学習指導 

 

・対象学生 

習熟度別授業の下位クラスの中で、プレイスメントテストの結果、英語、数学、物

理の基礎学力が特に低いと判断される学生、または、小テストの結果等により授業担

当教員に講義の理解が著しく不十分と判断された学生。（学年の約５～１０％、１０

～２０名程度を想定） 

 

・指導内容・指導方法 

当該講義の内容理解、また、その理解に必要な高等学校における教育内容の復習を

行う。指導方法は、まず共通課題を与え、提出させ、理解度の確認を行う。そのうえ

で、課題の解説を丁寧に実施し、理解定着を図る。そして、確認テストを実施し、基

準に満たない学生を対象に、特別課題、個別指導、質問対応を展開し、基準到達を図

る。 

 

・実施体制 

課外の取り組みとなるため、学部内の専任教員の負担にならないよう、学部から独

立した組織として「学習サポートセンター」を学内に新設し、センター所属の専任教

員が学部教員と連携を密にとり、課外の学習指導を展開する。 

 

○ 学習サポートセンターについて 

 

・センターの設置 

理工学部の習熟度別教育の一環として、理工学部長をセンター長とする「学習サポ

ートセンター」を新設し、大学として責任をもって、英語、数学、物理の基礎教育と

学習指導にあたる。将来的には全学的なリメディアル教育の拠点として発展させてい

く構想であり、学部から独立した組織として学内に設置する。 

 

・センターの体制 

英語、数学、物理のそれぞれについて基礎科目の指導経験が豊かなベテランの教員

を１名ずつ、計３名の専任教員を新規採用し、上記の課外学習指導と、学生からの個
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別の質問対応にあたる。また、将来的には全学的なリメディアル教育を実施できるよ

う、各学部の要望を踏まえ、専任教員や非常勤スタッフ等の増員を計画的に行う。 

当センターと学部教員との連携は、連絡会議を定期的に実施し、学習内容、進度、

レベル、教材等について協議、対象学生の学習状況、理解度等に関する情報共有、ま

た、対象学生の入れ替えについての検討を行う。 

また、必要に応じて、学部調整会議（月 1回）や大学協議会（月 1回）等におい

て、当該センターの運営方法や学習指導体制の見直し等を継続的に協議し、全学生が

ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を身につけることをめざす。 

 

・センターの学習支援内容 

上記の課外における小グループの学習指導（各科目週 1回、90 分程度）の他、学習

サポートセンター内（管理棟２階）において、学生からの個別質問の対応にあたる。 

    （資料５ 習熟度別教育の構成図） 

  

○ 継続的な取り組み 

 

本学では、各学部教員が、学生の学修状況、指導記録を的確に把握することができるよ

う、ＧＰＡによる成績評価、分析を採り入れるとともに、学生個々の入学から卒業までの

学修、生活指導、進路指導状況を個別管理するシステムとして、個別学生の電子カルテシ

ステムを導入しており、教員は、自身のパソコンから学内ＬＡＮを経由して管理システム

にアクセスすることによって、的確に学生の状況を掴むことができる体制を整備してい

る。 

当システムを活用し、定期的に、当該学生の学修状況の確認を行うとともに、授業担当

教員との協議した上で、必要に応じて、学習サポートセンターとの連携を図り、課題の提

示や、課外における個別指導を展開することにより、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質･

能力の養成を図る。 

 

（２） ＰＢＬ型教育の実施 

 

「専門教育科目」の「実践演習科目」に配する「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」は、これまでの学

びで修得した理工学の基礎力、専門分野・他専攻分野に関する知識、技術、能力をもとに、専

攻の枠を超えた学生との議論、発表、討議の取り組みを通じ、他者と協調して課題に取り組む

姿勢、「理学」「工学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野、また、４年次の「卒業研究」に

求められる論文作成能力、ディベート能力、プレゼンテーション能力を身につけることを目標

としている。 

 

授業の展開は、まず、専攻の枠を超えた学生による少人数のグループを構成し、予め設定さ

れた題材について、各グループで課題・テーマを議論して決定し、協力して課題解決を見い出
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すＰＢＬ型教育(Project-based learning・Problem-based learning)を展開する。各グループ

にはそれぞれ担当教員が配置され、ファシリテーターとして指導助言にあたる。 

 

「理工学実践演習Ⅰ」では、社会科学分野（政治学、行政学、経済学、経営学、現代社会学

等）に関係する有識者を、研究機関や企業団体、行政機関等の外部機関から外部講師（アドバ

イザー）として招き、グループ単位で指導助言をいただく授業を展開することにより、現代社

会における様々な問題を題材に解決策の提案に取り組むうえで必要となる知識、社会的な課題

を見出す観点や課題解決にむけた留意点についての認識を図る。 

 

「理工学実践演習Ⅱ」では、各企業の企画開発担当部署や研究機関等で新たな企画やシステ

ム、製品の開発に取り組まれている技術者や研究者を外部講師（アドバイザー）として招き、

グループ単位で指導助言をいただく授業を展開することにより、企画・製品開発等に取り組む

うえでの様々な問題、新たな価値の創出に必要な資質、能力や、社会ニーズ、環境への配慮等

の留意点の認識とともに、実学に触れる学びを通じ、社会に貢献する意識、使命感の醸成を図

る。 

 

また、理工学以外の幅広い視点で社会問題をとらえる視野を養成するため、既設の政治経

済学部で開講している社会科学系の教養科目（政治学入門、経営学入門、行政学入門、現代

社会学等）を、理工学部の学生が自由選択科目として履修できる体制を整備し、履修を推奨

する。（当該科目の実施施設には余裕があり、履修者の受入れは十分可能である。） 

 

 

 

Ⅴ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

１．教員組織の編制の観点 

 

本理工学部の教員組織は、以下の観点を念頭に編成する。 

 

（１）設置の趣旨に掲げる「養成する人材像」「ディプロマ・ポリシー」に掲げる教育目標を

実践実現する教育研究力を有する教員組織であること。 

（２）「カリキュラム・ポリシー」に掲げる教育課程の目標を念頭に教育研究を展開し、学生

の資質、知識、技術の修得に尽くす教員組織であること。 

（３）主要な授業科目は、原則として教授、准教授が担当する体制を構築すること。 

（４）学生が意欲をもって有意義な大学生活を送ることができるよう、丁寧な教育指導を展開

するとともに、個々の学生が描く将来像の実現に尽くす教員組織であること。 

（５）各専攻の専門分野、教育目標を念頭に、教員配置については、専攻単位の教員数、年齢

構成、専門分野、教育研究業績、授業科目担当能力を十分考慮すること。 
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２．専任教員組織 

 

上記の教員組織の編成の観点に沿って、完成年度における専任教員組織を以下の通り編成し

「養成する人材像」に掲げる人材の育成にあたる。 

 

＜ 理学分野 ＞ 数理科学専攻   ６名   理学博士４名、工学博士２名 

 情報科学専攻   ７名   理学博士４名※、工学博士２名、その他１名 

※ Doctor of Science 含む。 

＜ 工学分野 ＞ 機械工学専攻   ６名   工学博士４名、理学博士１名、その他１名 

        電気電子工学専攻 ６名   工学博士６名 

        建築学専攻    ７名  工学博士４名、学術博士１名、その他２名 

 

 

３．中心となる研究分野・研究体制 

 

中心となる研究分野は、各教員の専門領域、教育課程をふまえ以下の通りとする。 

 

（数理科学専攻） 

代数学分野、幾何学分野、解析学分野、確率・統計学分野、情報数理系分野、等 

 

（情報科学専攻） 

数理・データ科学系分野、計算機系分野、人工知能系分野、等 

 

（機械工学専攻） 

機械エネルギー系分野、ハード系分野、設計・デザイン系分野、機械工作系分野、等 

 

（電気電子工学専攻） 

電磁気学分野、電気回路分野、電子回路分野、電気エネルギー系分野、情報通信・電磁波

系分野、材料・物性系分野、計測・制御・計算機分野、等 

 

（建築学専攻） 

設計・計画系分野、環境・設備系分野、構造系分野、生産系分野、等 

 

上記の研究は、教員の研究の重要性を鑑み、支障なく研究展開を図ることができる面積の各教

員のプライベイトラボ（研究室）の確保、プライベイトラボ（研究室）に隣接する卒研実験室の

設置、卒研実験室への研究機材の設置を念頭に、２階、５階、６階の教員・研究実験卒研フロア
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に整備する研究環境や、２階、６階に設置する会議室（６階は、全学部専任教員収容可能）、５

階に設置する全専攻教員が利用可能な共同研究実験室、また、授業との調整を図り、１階の実習

工作室、屋外のコンクリート実験施設や、４階の各専攻実験室・演習室等において展開される。 

 

 

４．教員組織の年齢構成 

 

本学では、新規採用教員は任期制採用としており（定年年齢 70歳）、本理工学部の完成年度

における専任教員数は、教授 21 名、准教授 6名、講師４名、助教 1名の計 32 名、年齢構成は、

30、40 歳代５名、50 歳代４名、60歳代 11 名、70 歳代 12 名である。 

学部開設時は、教育研究体制の構築、安定的な教育研究体制の保持、課題への即時対応の必要

性等から、経験、実績豊富な教員を中心に配置する組織体制を編成するが、定年等による教員の

入れ替えにあたっては、退職教員の担当分野領域の教育研究の質の維持、継続性を念頭に、でき

る限り、若手教員の積極的な採用を検討する。 

また、後任教員への引き継ぎにあたっては、後任者が決定し次第、引継ぎ、情報連携を密に図

るとともに、専攻単位で、各学問領域の教育研究マニュアルの作成を推し進め、学部組織とし

て、教育研究の質の維持、改革改善に取り組む体制を構築する。 

特に、教授が完成年度をもって多くの教授が退職することになる専攻については、新規採用予

定者との引き継ぎを密に行うため、退職期日の半年前からを目途に、新規採用予定教員に定期的

な来学、会議出席を依頼し、教育の質の維持を徹底して図る。 

また、教員組織全体の構成についても、学部学科・専攻単位の観点で、専門分野、職位、年齢

のバランスがとれた体制となるよう、計画的に教員採用を行うとともに、前述の「教員フロア」

を活かした教員相互の連携、コミュニケーションの緊密化、学部学科・専攻単位の会議、研究会

の定期的開催、授業評価等ＦＤの実践等を通して教員の資質向上、若手教員の育成にあたること

とする。(資料６ 大和大学任期制職員就業規則（抜粋）) 

 

 

 

Ⅵ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

 

１．教育方法 

 

（１） 授業形式 

 

本理工学部の教育課程は、大きく「共通基礎科目」「専門教育科目」の２つの区分から成

り、授業実施方法は、実施形態によって、講義による教育展開を図る講義科目、参加・双方向

形式の展開が含まれる演習科目、実験・実習の活動を展開する実験・実習科目に区分され、以

下の目的で開設する。 
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＜講義科目＞ 

 

「共通基礎科目」の「教養科目」に配する「言葉と文学」「経済学概論」「心理学概

論」等、また、「専門教育科目」において講義形式による教育展開が有効と考えられる授

業科目は講義形式をとる。 

また、「設置の趣旨」に掲げる「養成する人材像」に照らし、「専門教育科目」の「共

通専門教育科目」に配する「現代理工学序論」は、学科共通で身につける知識、技術、能

力の養成を目的としており、全専攻必修とするとともに、各専攻において特に身につける

べき「専門教育科目」は、各専攻必修選択とする。 

 

＜演習科目＞ 

 

「共通基礎科目」の「外国語科目」に配する「英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「キャリアデザ

イン科目」、また、「専門教育科目」において参加・双方向の展開が有効と考えられる授

業科目は演習形式をとる。 

また、「設置の趣旨」に掲げる「養成する人材像」に照らし、各専攻において特に身に

つけるべき「専門教育科目」は、各専攻必修選択とする。 

 

＜実験・実習科目＞ 

 

「共通基礎科目」の「保健体育科目」に配する「スポーツⅠ・Ⅱ」、「専門教育科目」

の「機械工学専攻専門科目」に配する「機械工学実験・実習Ⅰ・Ⅱ」、「電気電子工学専

攻科目」に配する「電気電子工学実習」「電気電子工学実験Ⅰ・Ⅱ」、「建築学専攻専門

科目」に配する「建築学実験Ⅰ・Ⅱ」は、実験・実習の展開を旨としており、実験・実習

科目とする。 

また、設置の趣旨に掲げる「養成する人材像」に照らし、全専攻共通で身につける知

識、技術、能力にあたる「共通基礎科目」の「保健体育科目」に配する「スポーツⅠ」

は、全専攻必修とし、各専攻の「専門教育科目」に配する実験・実習科目は、特に各専攻

において身につけるべき知識、技術、能力として、各専攻必修選択とする。 

 

（２） 学生数設定 

 

各授業の学生数は、講義科目については、教育目標、教育効果、授業の目的、内容に照ら

し、専攻単位から学科単位の学生を対象に授業を展開する。演習科目は、参加・双方向による

授業展開を念頭に、50名前後を単位として実施する。 

また、実験・実習科目は、原則１グループ６名～10 名程度からなる最大５グループを編成

し、グループ単位に教員を配置するとともに、必要に応じて、以下の資質能力をもった技術職
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員、ティーチングアシスタント（ＴＡ）を配置し、以下の業務・役割にあたることにより、安

全かつ効果的に授業が実践される体制を整備する。また、ティーチングアシスタント（ＴＡ）の

採用にあたっては、近隣国公私立大学大学院研究科の協力を得て、当該の大学院研究科から本

学に派遣していただく体制をとる。また、他の大学院の学生を採用することになるため、実験

機器等の操作方法の理解や安全確保の方策を担保できるよう、採用時の研修および継続的な技

術指導研修会を実施することにより、安全かつ効果的な実習・実験が専任教員の指導のもと図

られる体制を整備する。 

 

＜資質・能力要件＞ 

 

① 技術職員は、理工系の大学学部または高等専門学校において、各専攻分野に関する学科

の卒業生又はこれと同等以上の能力を有する者。ティーチングアシスタント（ＴＡ）

は、近隣の大学の大学院生(本学開設各専攻専門分野）又はこれと同等以上の能力を有す

る者。 

② 大学の教育に関心を持ち、数理科学、情報科学、機械工学、電気電子工学、建築学の演

習・実験・実習に関する理解と一定の経験があり、演習・実験・実習を中心とした学生

教育支援に意欲的に取り組める者。 

③ 教員と緊密に連携した演習・実験・実習の指導および指導法の改善に意欲的に取り組め

る者。 

④ 実験・実習用装置の改良、保守、管理に意欲的に取り組める者。 

⑤ 協調性に富む者。 

 

＜主な業務内容およびその役割＞ 

 

＜技術職員＞ 

①  実験室、実験工場内の各種実験設備等の維持管理業務、情報処理室の維持管理業務 

② 各専攻の演習・実験・実習における教員の補助（授業計画の立案補助、実験設備等の

準備と後片付け） 

③ 各専攻の演習・実験・実習における学生への指導補助、技術支援 

④ 卒業研究等における技術支援 

 

＜ティーチングアシスタント（ＴＡ）＞ 

① 各専攻の演習・実験・実習における教員、技術職員の補助（実験設備等の準備と後片

付け） 

② 各専攻の演習・実験・実習における学生への指導補助、技術支援 

③ 定期試験等における監督補助 
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また、演習・実験・実習科目における技術職員、ティーチングアシスタント（ＴＡ）は、教員負担に配慮

して授業に支障のないよう十分な体制を構築して、指導体制配置計画表に従って配置する。 

（資料７  演習・実験・実習等の指導体制配置計画表） 

 

（３） 配当年次 

 

授業科目の配当年次は、「設置の趣旨」に掲げる『理工の基礎力と、「理学」「工学」を俯

瞰的に見つめる幅広い視野の養成』を念頭に、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシ

ーに掲げる教育目標に沿って、以下の通り設定する。 

 

＜１・２年次＞ 

 

「社会人に求められる教養と、技術者・研究者としての責任、使命、倫理観を育てる」こと

を目標に、「共通基礎科目」に「教養科目（「人間と文化」「人と社会」「人間と自然」）」

「外国語科目」、また、「キャリアデザイン科目」の１、２年次配当科目「キャリアデザイン

Ⅰ・Ⅱ」を開設する。 

また、『理工の基礎力、及び「理学」「工学」領域の他分野に関する知識、技術、能力を育

てる』ことを目標に、「専門教育科目」の「共通専門教育科目」に「基礎数学系科目」、ま

た、「学科共通専門科目」に現代理工学序論、理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ、各専攻概論科目等

を開設する。 

そして、「各専攻の基礎的な専門知識、技術、能力を身につけること」を目的に、「専門教

育科目」に基礎・導入段階の専門科目を開設する。 

 

＜３・４年次＞ 

 

『「理学」「工学」の素養、専門分野の知識、技術を融合させ、課題解決にあたる意欲を育

てる』ことを目標に、「専門教育科目」の各専攻の「専門教育科目」に、発展、展開科目を開

設するとともに、他専攻科目の履修を通じ、幅広い視野を養成する。また、課題解決にあたる

意欲を育てるため、３年次配当として、「専門教育科目」の「実践演習科目」に「理工学実践

演習Ⅰ・Ⅱ」を、４年次配当として、１０名程度を単位とする研究ゼミによる卒業研究（希望

者数により抽選実施）を、学期単位の中間評価を実施する形式で「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」として開

設する。 

 

 

２．履修指導方法及び卒業要件 

 

（１） 履修指導方法 
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学生に対する履修指導は、各年度当初に配付する「学生便覧」によって、基本情報、規則、

履修方法、評価方法等に関する情報の周知を図るとともに、Web システムから、学生が自由に

「閲覧用シラバスデータ」にアクセスし、各授業科目の「授業概要、配当年次、必修選択の

別、担当教員、授業計画、到達目標、評価方法、教科書、参考文献等」に関する情報を入手で

きる体制を構築するとともに、各学期当初に実施するオリエンテーションにおいて学生全体に

対する指導を図る（必要に応じて個別指導実施）。 

また、学生が、計画的、段階的に、無理なく知識、技術を修得できるよう、履修科目の年間

登録上限（CAP 制）を導入し、年間登録単位数の上限を４５単位と定める。 

 

（２） 卒業要件 

 

卒業要件は、以下に掲げる基準を満たし、合計１２８単位以上修得すること。 

 

＜共通基礎科目＞   

 

○ 必修科目１５単位を修得すること。 

○ 「人間と文化」「人間と社会」「人間と自然」の各区分から、それぞれ２単位、合計６

単位、また、「外国語科目」または「保健体育科目」から２単位を含む合計８単位以上の

選択科目を修得すること。 

 

＜専門教育科目＞ 

 

（数理科学専攻） 

 

○ 必修科目２４単位を修得すること。 

○ 選択科目は、以下のすべての基準を満たし、合計８１単位以上修得すること。 

 

「共通専門基礎科目」    ・専攻選択必修科目（※１）１１単位、及び、他専攻概論

科目（※６）２単位含み、合計２１単位以上修得するこ

と。 

「数理科学専攻専門科目」  ・専攻選択必修科目（※７）３２単位を含み、合計４０単

位以上修得すること。 

「他専攻専門科目」     ・「情報科学専攻科目」から６単位以上、「機械工学専攻

科目・電気電子工学専攻・建築学専攻」から４単位以上

を含み、合計２０単位を上限に修得すること。 

 

（情報科学専攻） 
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○ 必修科目２４単位を修得すること。 

○ 選択科目は、以下のすべての基準を満たし、合計８１単位以上修得すること。 

 

「共通専門基礎科目」    ・専攻選択必修科目（※２）６単位、及び、他専攻概論科

目（※６）２単位含み、合計１７単位以上修得するこ

と。 

「情報科学専攻専門科目」  ・専攻選択必修科目（※８）３１単位を含み、合計４１単

位以上修得すること。 

「他専攻専門科目」     ・「数理科学専攻科目」から８単位以上、「機械工学専攻

科目・電気電子工学専攻・建築学専攻」から６単位以上

を含み、合計２３単位を上限に修得すること。 

 

（機械工学専攻） 

 

○ 必修科目２４単位を修得すること。 

○ 選択科目は、以下のすべての基準を満たし、合計８１単位以上修得すること。 

 

「共通専門基礎科目」    ・専攻選択必修科目（※３）１０単位、及び、他専攻概論

科目（※６）２単位含み、合計１８単位以上修得するこ

と。 

「機械工学専攻専門科目」  ・専攻選択必修科目（※９）３７単位を含み、合計４４単

位以上修得すること。 

「他専攻専門科目」     ・「数理科学専攻科目」「情報科学専攻科目」から１０単

位以上を含み、「機械工学専攻以外の専攻専門科目」か

ら１９単位を上限に修得すること。 

 

（電気電子工学専攻） 

 

○ 必修科目２４単位を修得すること。 

○ 選択科目は、以下のすべての基準を満たし、合計８１単位以上修得すること。 

 

「共通専門基礎科目」    ・専攻選択必修科目（※４）８単位、及び、他専攻概論科

目（※６）２単位含み、合計１４単位以上修得するこ

と。 

「電気電子工学専攻専門科目」・専攻選択必修科目（※１０）３６単位を含み、合計４８

単位以上修得すること。 
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「他専攻専門科目」     ・「数理科学専攻科目」「情報科学専攻科目」から１０単

位以上を含み、「電気電子工学専攻以外の専門科目」か

ら１９単位を上限に修得すること。 

 

（建築学専攻） 

 

○ 必修科目２４単位を修得すること。 

○ 選択科目は、以下のすべての基準を満たし、合計８１単位以上修得すること。 

 

「共通専門基礎科目」    ・専攻選択必修科目（※５）６単位、及び、他専攻概論科

目（※６）２単位含み、合計１２単位以上修得するこ

と。 

「建築学専攻専門科目」   ・専攻選択必修科目（※１１）４６単位を含み、合計５６

単位以上修得すること。 

「他専攻専門科目」     ・「数理科学専攻科目」「情報科学専攻科目」から６単位

以上を含み、「建築学専攻以外の専門科目」から１３単

位を上限に修得すること。 

（資料８ 履修モデル） 

（資料９ 想定時間割） 

 

 

 

Ⅶ 施設、設備等の整備計画 

 

１．校地及び運動場の整備計画 

   

本学のキャンパスは、最寄駅のＪＲ「吹田駅」（大阪駅から約９分）、阪急千里線の「吹田

駅」から、それぞれ徒歩１０分前後と、まさに交通至便の恵まれた立地にある。 

キャンパス周辺の環境は、正門周辺には、ＪＲ西日本が展開する商業施設「吹田グリーンプレ

イス」が広がり、飲食店、スーパーマーケット、小売店、各種クリニック等、学生のキャンパス

ライフを支える施設が充実している。また、キャンパス南西は、緑豊かな片山公園に隣接してお

り、便利かつ閑静な環境にある。 

校地面積は、37,554.68 ㎡（有効面積 33,307.80 ㎡）、運動施設としては、キャンパス北側に

運動場（7,400.64 ㎡）、厚生棟に体育館（1,762.78 ㎡）を備えるとともに、学園共用の運動施

設（11,858.00 ㎡）を有している。 

学生の休息場所は、校舎内には、厚生棟１階に図書館、売店、カフェを配するとともに、講義

棟、新設の理工学部棟には、学生の談話スペースを設置している。 
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また、校舎外のキャンパスにはベンチを豊富に設置するとともに、キャンパス周辺には、前述

の商業施設や公園が広がっており、豊かな休息スペースを有している。 

 

また、令和３年４月供用で新講義棟（４階建・１階に大食堂、学生自習スペース設置）を建築

し、当該校舎（総面積 8,117.05 ㎡）の２階に配する教室施設（総面積 862 ㎡）を本学部専用教

室施設として段階整備を図る計画であり、当該校舎の建築に伴い、18,870.76 ㎡の校地拡張を図

る。 

 

 

２．校舎等施設の整備計画  

 

この度、理工学部を設置するにあたり、６階建の理工棟（9,369.99 ㎡）を新設した。同校舎

は、教員の研究の重要性を鑑み、支障なく研究展開を図ることができる面積のプライベイトラボ

（研究室）、円滑な研究推進を実現する研究環境への機材設置、研究と卒研指導を密接に結びつ

けるプライベイトラボ（研究室）と卒研実験室との隣接設置の３つの視点を念頭に整備された

「教員・研究実験卒研フロア」を核としている。 

フロア構成は、１階に「実習工作室（実習工場）」「数理・情報処理室１」を配し、２階は、

理学分野専攻の教員・研究実験卒研フロアとして、プライベイトラボ（15㎡）14 室、プライベ

イトラボに隣接する卒研実験室（30 ㎡）14室、会議室、印刷室を、３階には、「中講義室Ａ

（約 260 名収容）」「講義室Ａ・Ｂ（各約 90 名収容）」、男女別の「更衣室」、４階には、

「機械実験室」「電気実験室」「建築実験室」「精密機械室」「製図室Ａ」「数理・情報処理室

２」の各専攻実験施設（各約 70 名収容）、５階には、工学分野専攻の教員・研究実験卒研フロ

アとして、プライベイトラボ（15㎡）7室、プライベイトラボに隣接する卒研実験室（55 ㎡）

14 室、共同研究実験室、製図室、６階には、工学分野専攻の教員・研究実験卒研フロアとし

て、プライベイトラボ（15 ㎡）10 室・（10㎡）4室、プライベイトラボに隣接する卒研実験室

（55㎡）7室、（60 ㎡）3室、会議室、非常勤職員室、コミュニケーションエリアを配してい

る。 

全フロア、フリーアクセスのネット環境を整備し、プライベイトラボには、机、イス、ミーテ

ィングデスク、500 冊程度収容可能な書棚、ロッカーを設置する。 

また、プライベイトラボにおける教育研究情報、研究成果物等のデータセキュリティについて

は、各ラボは、施錠付の完全個室とするとともに、同室内に施錠付ロッカーを配備する。また、

デジタルデータについては、学内ネットワーク、ファイルサーバに厳格なセキュリティシステム

を導入し情報管理の徹底を図るとともに、個人情報等の取り扱いに関するガイドラインを策定

し、教職員、学生への周知徹底を図る。 

 

また、令和３年４月供用で新講義棟（４階建・１階に大食堂、学生自習スペース設置）を建築

し、当該校舎（総面積 8,117.05 ㎡）の２階に配する教室施設（総面積 862 ㎡）を本学部専用教

室施設として段階整備を図る。 
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各実験室、演習室には、以下の設備備品を配備する。 

 

〇 実習工作室（１階） 

 

ＮＣフライス盤１、ＮＣ旋盤１、マシニングセンタ１、ワイヤー放電加工機１、平面研削

盤１、汎用旋盤２、立形フライス盤１、横形フライス盤１、万能工具切削盤１、両頭グラ

インダー１、小型旋盤２、小型フライス盤２、エンコース全自動ボール盤１、ハイテンプ

電気炉１、卓上ボール盤５、永久磁石３次元地震波振動台総合システム１、精密万能試験

機１、疲労・耐久試験機１、シャルビー試験装置１、卓上型引張圧縮試験機１、木工旋盤

３、帯のこ盤１、丸のこ盤３、糸のこ盤２、ダイヤモンドバンドソー１、高速切断機１、

コンターマシン１、恒温恒湿室１、大型モルタルミキサー２、傾胴型コンクリートミキサ

ー２、等 

 

〇 機械実験室（４階） 

 

マイクロカッター１、卓上ボール盤５、卓上グラインダー２、小型表面粗さ測定器４、デ

ジタルノギス５、MindStorm 教育盤５、実体顕微鏡４、工具セット等 

 

〇 電気実験室（４階） 

 

オシロスコープ１８、信号発生器１８、デジタルマルチメータ１８、直流安定化電源２

０、スペクトラムアナライザ１０、インピーダンスアナライザ５、パワーエレクトロニク

スラボ３、小型風洞実験装置２、ベルヌーイの定理実験装置１、空気抵抗（抗力）実験装

置１、曲り管付近の流れ実験装置１、流れ可視化実験装置１、シュリーレン装置１、超音

速風洞１、風力発電実験装置１、火力発電実験装置１、水力発電実験装置１、原子力発電

実験装置１、デジタルマルチメータ１０、光スペクトルアナライザ２、光波長計１、卓上

ボール盤２、卓上グラインダー２、等 

 

〇 精密機械室（４階） 

 

硬度試験機１、三次元測定器１、走査電子顕微鏡１、分光光度計１、フーリエ変換赤外分

光光度計１、示差走査熱量計１、分析天秤２、電子天秤２、赤外線放射温度計１、等 

 

〇 建築実験室（４階） 

 

構造物テストフレーム４、デジタルフォース４、梁の曲げモーメント実験装置１、ラーメ

ン構造のたわみと反力実験装置１、地震動・建物挙動再現ツール１、空撮ドローン１、工
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事用デジタルカメラ１、プリズム三脚パッケージ１、振動レベル計１、デジタル騒音計

５、レーザー距離計１、サーモグラフィカメラ１、住宅模型初級キット、色彩輝度計１、

３Ｄプリンター１、等 

 

〇 数理・情報処理室１・２（１・４階） 

 

既設講義棟に設置のＭＣＲと同形態の２席単位のデスク、中間モニターで構成される事務

機器、パソコン、及び以下のソフトウェアを配備する。 

 

トレーニングマニュアル、ANSYS Academic Teaching Mechanical and CFD、M-Draf 

Education Works、DIPP-Image、CELSIUS J550/2、Mathematica Academic、     

Vectorworks Fundamentals、DeepLearning BOX、EXEL 統計 Ver7.0、EXEL 多変量解析

Ver7.0、EXEL 数量化理論 Ver4.0、Creative Cloud 多言語 MLP、Visual Mining Studio スタ

ンドアロン版、Text Mining Studio スタンドアロン版、Big Data Module スタンドアロン

版、BayLink スタンドアロン版、MathWorks＆MATLAB TAH Standard、等 

 

〇 プライベイトラボ・卒研実験室（２・５・６階） 

 

・理学分野教員（数理科学・情報科学）     

 

パソコン、プリンター、サーバ機器、VR 機器、等 

 

・工学分野教員（機械工学）  

 

教育版・レゴマインドストーム、機械原理フルセット、卓上引張圧縮試験機、卓上自動研

磨装置、硬さ試験機、等 

 

・工学分野教員（電気電子工学） 

 

オシロスコープ、信号発生器、アナログマルチテスター、光パワーメータ、デジタルノギ

ス、変圧器、燃料電池実験セット、ペルチェ素子実験器日射計、温湿度計、気象信号変換

器、等 

 

・工学分野教員（建築学） 

 

レーザー距離計、デジタル照度計、マルチ風速風量計、住宅模型初級キット、全天    

日照計、色彩輝度計、視線計測装置、輝度計、等 
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＜将来の設備増設空間＞ 

 

将来の設備増設に向けて、１階、実習工作室、４階、実験室フロア、５階、共同研究実験室

に一定の空スペースを確保している。 

 

＜安全管理＞ 

 

校舎建築にあたっては、設計段階から、教育の展開、教育の規模、実施形態、設置する設備

備品の仕様を念頭に、教育の導線、作業スペース、実用性、安全性、保守管理、非常対応、重

量、振動、消費電力、発生屑、排気ガス、排水等について綿密な確認を重ね、校舎建築、設備

配備を行っている。 

また、前述の技術職員の増員を図り、設備備品の保守点検を徹底し、管理体制の不備による

故障の防止、災害・犯罪への対策を図る。 

 

 

３． 図書等の資料及び図書館の整備計画  

 

図書館は、厚生棟１階に設置しており、本館部分（628.53 ㎡）、図書館カウンター（25.03

㎡）、図書館事務室（46.33 ㎡）、図書館閉架書庫（71.04 ㎡）、閲覧座席数 115 席、収納可能

冊数 75,200 冊の規模で、学生証、職員証による磁気管理の入館管理体制をとっている。 

 

この度、理工学部設置にあたり、以下の理工関連の図書雑誌の追加整備を計画しており、開設

後の教育研究の展開に応じ、適宜、必要な図書整備を継続して図る。 

 

図書 総計 30,849 冊 専門分野として、数理科学 1,315 冊、情報科学 670 冊、   

機械工学 625 冊、電気電子工学 647 冊、建築学 722 冊を追

加整備 

 

学術雑誌 総計 42 種 数理科学 6種、情報科学９種、機械工学４種、電気電子                 

工学 10 種、建築学 13 種 

 

電子ジャーナル 総計 27 種 数理科学 13 種、情報科学・機械工学・電気電子工学６                 

種、建築学８種 

 

○ 理工学部設置に伴って新たに整備する主な学術雑誌は以下の通りである。 

 

＜数理科学＞ 
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Advance in Mathematical Science and Applications  （学校図書） 

Journal of Mathematical Sciences                  （東京大学数理科学研究所） 

Journal of the Mathematical Society of Japan    （日本数学会） 

 

 ＜情報科学＞ 

  情報の科学と技術                 （情報科学技術協会） 

 日経コンピュータ                 （日経ＢＰ読者サービスセンター） 

  情報学広場                     （情報処理学会） 

 

 ＜機械工学＞ 

  機械と工具                    （日本興業出版） 

  機械の研究                    （養賢堂） 

  日本機械学会誌                  （日本機械学会） 

 

 ＜電気電子工学＞ 

  電気計算                     （電気書院） 

  固体物理                     （アグネ技術センター） 

  電気情報通信学科誌                （電気情報通信学会） 

 

 ＜建築学＞ 

  建築知識                     （エクスナレッジ） 

  建築と社会                    （日本建築協会） 

  建築技術                     （建築技術） 

 

 

 

Ⅷ 入学者選抜の概要 

 

１．入学者受入方針 （アドミッション・ポリシー） 

 

本理工学部では、『理工の基礎力、各専門分野の知識、技術とともに、「理学」「工学」領域

を俯瞰的に見つめる幅広い視野を身につけることにより、創造性と発想力を発揮して持続可能な

社会実現に貢献する技術者、研究者』を養成する人材像に掲げており、その目標達成に向け、以

下の資質をもった人材の入学を期待する。 

 

 

＜ 求める人物像 ＞ 
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①（関心・意欲・態度）     理工分野に対する関心と、学びへの意欲をもち、課題にね

ばり強く取り組む姿勢を有する人。 

 

②（知識・理解）           本学部の学びに必要な数学、自然科学等の基礎学力を有す

る人。 

 

③（思考・判断）           幅広い視野でものごとを捉え、論理的に思考し、適切に判

断することができる人。 

 

④（主体性・創造性・協働性） 自ら積極的に関わろうとする姿勢、創造的な発想を有し、

人と協力して物事に取り組むことができる人。 

 

⑤（表現力）                 感性豊かに物事を捉え、情報をまとめて、伝えたいことを

相手に的確に表現することができる人。 

 

 

２．選抜方法 ・ 選抜体制 

 

（１）募集人員 

 

理工学部理工学科 ２３０名 

（目標とする各専攻、入試区分毎の募集定員を募集要項に記載） 

 

（２）選抜方法 

 

以下の入試制度、選考方法による総合評価により入学者を選抜する。入試に関する詳

細、出願から入学に至る手順は、募集要項に記載する。 

 

〇 指定校推薦入試   調査書・面接審査 

〇 公募制推薦入試   調査書・学力試験 （必須）英語・数学 

〇 一般入試（前期）   調査書・学力試験 （必須）英語・数学 

（選択）物理・化学・生物 

〇 一般入試（中期）   調査書・学力試験 （必須）英語・数学 

（選択）物理・化学・生物 

〇 一般入試（後期）  調査書・学力試験 （必須）英語・数学 

 

※ 推薦入試の募集人員の合計は、入学定員の５０％以下とする。 

※ 学力試験の選択科目の生物は、情報科学専攻・建築学専攻のみ選択可とする。 
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※ 上記の他、センター試験利用入試（制度変更後は、大学入学共通テスト利用入試）の

実施を検討している。 

 

（３）各専攻・入試区分募集定員 

 

数理科学専攻   ３０名 （推薦入試１２／一般入試１４／センター利用等４） 

情報科学専攻   ５０名 （推薦入試２０／一般入試２３／センター利用等７） 

機械工学専攻   ５０名 （推薦入試２０／一般入試２３／センター利用等７） 

電気電子工学専攻 ５０名 （推薦入試２０／一般入試２３／センター利用等７） 

建築学専攻    ５０名 （推薦入試２０／一般入試２３／センター利用等７） 

 

（４）定員管理および専攻振り分けの具体的方策 

 

以下の方法により、定員管理及び専攻振り分けを実施し、各専攻の目標とする募集定員

の確保を図る。 

 

１）専攻振り分けを導入し、出願書類に全専攻（５専攻）から第３希望まで希望専攻を記

載させる。（理科の選択科目について、生物の選択が可能な専攻は、情報科学専攻、

建築学専攻のみであり、他の専攻を希望に含む場合、物理または化学の受験を要する

旨、募集要項に記載する。） 

 

２）合格者の判定は、学科全体として基準となるボーダーを設定し、入試結果、希望専攻

順、戻り率を念頭に行う。 

 

＜ 入学後の専攻変更への対応 ＞ 

 

本理工学部の１学科複数専攻制の趣旨、「養成する人材像」に掲げる『「理学」「工

学」領域を俯瞰的に見つめる幅広い視野』を養成する教育目標をふまえ、出願時、入学

時に、確固たる専門専攻選定に至っていない学生、また、入学後の学びを通して、専攻

変更を希望する学生に対応するため、１年次配当科目は、概ね全専攻共通としており、

２年次からの専攻変更を可能とする体制をとる。 

変更希望学生への対応は、担任による個人面談で実施し、専攻変更意志を抱くまでの

経緯、勉学意欲、１年次の成績等を精査し、十分な履修指導を行うとともに、変更先専

攻の教育への影響を考慮し、対象人数は若干名とし、学部会議の審議、大学協議会の承

認を経て、学長が決定する。 

 

（５）選抜体制 
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入学試験の実施は、学長を委員長とする入試委員会が主体となり、全学体制で取り組

み、合格者の判定は、入試委員会において厳正に審査し、大学協議会の審議を経て、学長

が決定する。 

 

 

 

 

 

Ⅸ 取得可能な資格 

 

本理工学部では、所定単位取得の上、卒業要件を満たすことにより、以下の免許資格または受

験資格等の取得が可能である。 

 

 国家・民間 卒業要件 取得区分 専攻 

第一級陸上特殊無線技士 国家資格 〇 Ａ 電気電子工学専攻 

第二級海上特殊無線技士 国家資格 〇 Ａ 電気電子工学専攻 

第一級陸上無線技術士 国家資格 〇 Ｃ 電気電子工学専攻 

第一種電気主任技術者 国家資格   〇 Ｄ 電気電子工学専攻 

第一種電気通信主任技術者 国家資格 〇 Ｃ 電気電子工学専攻 

一級建築士  国家資格  △(注１) Ｅ 建築学専攻 

二級建築士 国家資格 〇 Ｂ 建築学専攻 

 

＜卒業要件＞ 卒業要件で取得可能 〇 ／ 追加科目履修が必要 △ 

 

＜取得区分＞ ※ 所定単位取得により、免許資格取得可能 ・・・・・・・・・・ Ａ 

※ 所定単位取得により、受験資格取得可能 ・・・・・・・・・・ Ｂ 

※ 所定単位取得により、一部試験免除   ・・・・・・・・・・ Ｃ 

※ 所定単位取得・一定の実務経験により、免許資格取得可能 ・・ Ｄ 

※ 所定単位取得・一定の実務経験により、受験資格取得可能 ・・ Ｅ 

 

（注１）当該資格の受験資格取得には、指定科目を示した別紙対応表に従い、一部の選択科目

修得を要すること。また、単位取得後、実務経験を要することについて、入学後のガ

イダンス等で周知徹底を図る。 

 

 

 

Ⅹ 学外実習・体験を伴う授業 
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本理工学部の教育課程には、正規課程として当該科目は設定していない。希望者を対象に課外

として実施する体験見学・インターンシップ等は、キャリアセンターが所管し、学生への情報提

供、事前事後指導を行う。（資料 10 体験見学・インターンシップ承諾書） 

 

 

 

 

 

ⅩⅠ 管理運営  

 

本学は、学則において、大学運営の最終決定権者を学長と定め、管理運営に関する審議機関と

して大学協議会を設置している。また、学長及び学部長の求めに応じ、所定事項について協議

し、意見を述べることができる機関として教授会を置く。 

 

 

１．大学協議会  

 

大学協議会は、学長、学部長、副学部長、室長、部長及び学長が必要と認めた専任職員によっ

て構成され、学長が招集、議長となり、毎月開催する。審議事項は、学則に則り、以下の通りと

する。 

 

（１）大学運営、将来計画に関する事項 

（２）学則、諸規程等の制定改廃に関する事項 

（３）学部等編成、学生定員に関する事項 

（４）人事に関する事項 

（５）学生募集、入学試験に関する事項 

（６）教育課程に関する事項 

（７）学生の入学、卒業、課程の修了及び在籍に関する事項 

（８）学位授与に関する事項 

（９）教育研究に関する事項  

（10）学生の補導・賞罰に関する事項 

（11）自己点検・評価に関する事項 

（12）その他、重要事項  

 

 

２．教授会  
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教授会は、各学部の専任教員をもって構成し、以下の事項を審議する。開催は、原則月１回と

し、教授会の審議事項は、「大和大学教授会規程」において、以下の通り規定する。 

 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものと 

する。 

（１）学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

（２）学位の授与に関する事項 

（３）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、学長が教授会の意見を

聴くことが必要であると認める事項 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長、その他の教授会が置かれる組

織の長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見

を述べることができる。 

 

 

３．各種委員会 

 

大学運営が円滑、効果的に進められるよう「教務委員会」「学生委員会」「自己点検・評価委

員会」「研究等倫理委員会」「FD 委員会」等を設置する。これら委員会は、大学協議会のもと

にある組織とする。 

 

 

 

ⅩⅡ 自己点検・評価 

 

本学の建学の精神、学部の教育理念を達成するため、教育・研究等の活動状況や目標の達成状

況を把握・評価し、その改善を行う自己点検･評価委員会を設置する。  

 

 

１．実施方法・実施体制・評価項目 

 

（１） 実施方法 

 

自己点検・評価は、自己点検評価委員会が主体となり、所定期限までに定められた点

検・評価項目に照らし実施のうえ、分析検討、結果報告書を取りまとめ、「自己点検評価

報告書」を大学協議会に提出する。 

 

（２） 実施体制 
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自己点検評価委員会の構成員は大学協議会で審議のうえ、学長が任命し、大学の運営や

活動状況等に関する自己点検評価の実施計画を策定し、実施および結果の公表に関する運

営にあたる。 

 

（３） 評価項目 

 

自己点検評価の項目は、大学の教育の特色（建学の精神、教育理念、教育目的・教育目

標、教育研究組織等）、教育活動（学修指導、学修の支援体制、教育方法、教育課程、学

位授与等）、学生生活支援（図書、学習環境、福利厚生、奨学金、課外活動、進路支援、

学生の受け入れ等）、研究活動（研究環境、研究成果、ＦＤ等）、管理運営（事務組織、

施設･設備、財務、安全管理、情報公開等）等とする。 

 

 

２．結果の活用、公表および外部評価等 

 

「自己点検評価報告書」は、学内に公表するとともに、近隣の大学、研究機関、高等学校等に

配布、ホームページ等で公表する。 

また、学校教育法第１０９条第２項に基づき、大学の教育研究等の総合的な状況について、政

令で定める期間ごとに、認証評価機関による外部評価を実施する。また、相互評価の相手校を選

定し相互評価に関する協定を締結して、定期的な相互評価を実施して「相互評価報告書」を刊行

し公表する。 

 

 

 

ⅩⅢ 情報の公表 

 

情報公開に対する社会的要請、また、近年の大学の教育研究活動に対する社会的な関心の高ま

りを受け、学校教育法施行規則第１７２条の２に則って、本学の教育研究活動等に関する情報を

広く提供することとする。 

具体的には、大学のホームページや刊行物等を活用し、以下に掲げる情報等を積極的に提供す

る。掲載ホームページアドレス（http://yamato-u.jp/） 

 

（１）大学の教育研究上の目的に関すること 

（２）設置の趣旨 

（３）教育理念・教育方針 

（４）育成する人材像 

（５）教育研究上の基本組織に関すること 

（６）教員組織 
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（７）入学者に関する情報（アドミッション・ポリシー、入学者選抜データ） 

（８）卒業者の就職・進路状況 

（９）教育課程・シラバス・履修基準・履修モデル 

（10）校地校舎・施設設備・教育研究環境に関すること 

（11）納付金等 

（12）学生支援 

（13）その他（学則等各種規程、設置認可申請書、自己点検・評価報告書等） 

 

また、教育研究活動の結果を定期的に「紀要」等として発行するとともに、地域社会向けの公

開講座の開催、講演会等へ教員派遣を積極的に行う。 

 

 

 

ⅩⅣ 教育内容等の改善を図るための組織的な取組 

 

１．教育改革改善の取り組み 

 

（１） 教職員研修会 

 

毎年度当初、教職員研修会を実施。教育改革改善も含め、以下の項目の研修を行う。 

① 学部学科組織体制 

② 教育研究方針 

③ 今年度の日程・年間計画 

④ 学生指導（大学生活、履修、心身の問題、進路） 

⑤ 教育研究活動の検証と改革改善 

 

（２） 学部会議 

 

原則毎週、学部会議を実施する。特に、年度当初は、前年度の反省検証、また、当該年

度の教育研究方針、改革改善事項等について協議する。 

 

（３） 外部団体等主催の研修会出席 

 

外部の各種団体等が主催する研修会への出席を積極的に推進し、出席後の報告書提出を

義務付け、本学の改革改善につながる事項は、大学協議会に情報、資料提供を行い、改革

改善の共有を図る。 

 

（４） 教育研究計画書・報告書 
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毎年度末、当該年度の教育研究報告書、及び次年度の教育研究計画書を取りまとめ、教

育研究活動計画・報告会議を開催する。内容は以下の通りとする。 

 

① 教育活動全般に関する目標計画・結果分析 

② 教育方法改善に関する目標計画・結果分析 

③ 学生指導に関する目標計画・結果分析 

④ 研究活動全般に関する目標計画・結果分析 

⑤ 研究成果に関する目標計画・結果分析 

⑥ 研究費の使用に関する目標計画・結果分析 

 

（５） 公開授業・公開検討会 

 

毎学期、所属専任教員参加の公開授業を実施し、授業改善を目的に、公開授業終了後、

公開検討会を開催する。 

 

（６） 授業研究会議 

 

毎学期当初、学部学科専攻、適切な単位で、授業研究会議を開催し、授業方法の改革改

善を図る。特に、複数の教員が担当する科目、クラス単位で授業を実施する科目、実技演

習を伴う科目について、教育内容、授業の質、評価基準方法の統一を図る。 

 

（７） ＦＤ委員会開催 

 

教員組織の改革改善意識の向上、教育向上を目的にＦＤ委員会を組織する。本委員会

は、原則毎学期当初、毎学期末に会議を開催し、ＦＤ推進に向けて、全般的事項の審議、

企画立案、報告書作成を行い、大学協議会に報告書を提出する。 

 

（８） 授業アンケート実施 

 

毎学期、学生による授業アンケート調査を全教科について実施する。アンケート項目は

以下の通りとする。 

 

① 教員に関する事項     授業（シラバス）内容、教員の授業準備、教授法、教員

の話し方、板書・資料、教員の熱意、教員と学生のコミュ

ニケーション、教室内の環境への配慮 

② 学生自身に関する事項   履修動機、欠席状況、受講意欲、内容理解、受講成果 

③ 総合評価 
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記述方式は、５段階評価、自由記述の併用とし、ＦＤ委員会は、アンケート結果を集計

分析し、授業アンケート調査結果報告書を作成する。各学部学科は、この報告書を受けて

教育改革会議を開催し、各学期末に教育改革改善会議を開催する。 

 

 

 

 

ⅩⅤ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

１．教育課程内の取組  

 

本理工学部では、社会的・職業的自立を図る取り組みとして、教育課程に以下の授業科目を配

している。 

 

（１）「キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」 

 

本授業は、学科共通の必修科目として、１～４年次に開設する。 

各学年の教育目標に、１年次は「大学での学び、理工の学びを知る」「実学講座を通

じ、理工人材としての将来像を描く」「キャリア基礎力を身につける」、２年次は「社会

人としての姿勢、知識能力を身につける」「実学講座を通じ、理工業界を知る」「キャリ

ア基礎力を身につける」、３年次は、「進路決定に必要な知識能力を身につける」「キャ

リア基礎力を身につける」、４年次は、「理工人材としての進路を決定する」「実践報

告・ＰＢＬを通じ、社会人意識を高める」「キャリア基礎力を身につける」を掲げてい

る。 

同授業の展開は、授業回により、担当教員による講義形式の授業展開、各専攻１グルー

プ１０名程度を単位とするグループ編成によるグループワーク、１、２年次の授業の一部

に理工系企業の特別講師による実学講座等の形態をとり、担当教員は、各グループを巡回

指導しながら指導助言にあたる。特に、理工系企業の有識者による実学講座では、学生の

学びに対するモチベーションの向上、理工系人材としての将来像を描く意識の醸成、理工

系業界を知ることによって、卒業後の進路の明確化を図り、職業に就くことに対する意義

の醸成を図る。 

 

（２）「理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ」 

 

本授業は、学科共通の必修科目として、１、２年次に開設する。 
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「理工学基礎セミナーⅠ」では、各専攻の最先端技術や社会問題に関するテーマについ

て学び、グループワークを展開することにより、自身の専攻や他専攻の学びの活用や、将

来の方向性についての意識づけを図ることを授業の到達目標及びテーマとする。 

 

「理工学基礎セミナーⅡ」では、専攻横断的な将来に発展していくテーマを取り上げ、

各専攻で学ぶ学問領域や科学技術について知ることで、各専攻の関連性を認識すること、

また、それらの科目を融合することで実現することのできるイノベーションの創出につい

てグループワークを通して考えることで、これから学ぶ自身の専攻や他専攻の専門科目の

発展性について具体的イメージを描くことを授業の到達目標及びテーマとする。 

 

授業の展開方法は、特定のテーマに関わる各専攻の技術や学問領域、専門科目、また、

どのようなことが考えられるのか、各専攻１回ずつの授業で紹介し、２回の授業でグルー

プワーク形式により何ができるのかの議論を展開する。これら５回＋２回の授業を２サイ

クル実施する。（グループワークは、約１０名のグループ編成し、各グループに担当教員

１名をファリシテータとして配置し指導を行う。） 

 

（３）「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」 

 

本授業は、学科共通の必修科目として、３年次に開設する。 

 

 

「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」は、これまでの学びで修得した理工学の基礎力、専門分野・

他専攻分野に関する知識、技術、能力をもとに、専攻の枠を超えた学生との議論、発表、

討議の取り組みを通じ、他者と協調して課題に取り組む姿勢、「理学」「工学」領域を俯

瞰的に見つめる幅広い視野、また、４年次の「卒業研究」に求められる論文作成能力、デ

ィベート能力、プレゼンテーション能力を身につけることを目標とする。 

 

授業の展開は、まず、専攻の枠を超えた学生による少人数のグループを構成し、予め設

定された題材について、各グループで課題・テーマを議論して決定し、協力して課題解決

を見い出すＰＢＬ型教育(Project-based learning・Problem-based learning)によって展

開される。各グループにはそれぞれ担当教員が配置され、ファシリテーターとして指導助

言にあたる。 

 

「理工学実践演習Ⅰ」では、社会科学分野（政治学、行政学、経済学、経営学、現代社

会学等）に関係する有識者を、研究機関や企業団体、行政機関等の外部機関から外部講師

（アドバイザー）として招き、グループ単位で指導助言をいただく授業を展開することに

より、現代社会における様々な問題を題材に解決策の提案に取り組むうえで必要となる知

識、社会的な課題を見出す観点や課題解決にむけた留意点についての認識を図る。 
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「理工学実践演習Ⅱ」では、各企業の企画開発担当部署や研究機関等で新たな企画やシ

ステム、製品の開発に取り組まれている技術者や研究者を外部講師（アドバイザー）とし

て招き、グループ単位で指導助言をいただく授業を展開することにより、企画・製品開発

等に取り組むうえでの様々な問題、新たな価値の創出に必要な資質、能力や、社会ニー

ズ、環境への配慮等の留意点の認識とともに、実学に触れる学びを通じ、社会に貢献する

意識、使命感の醸成を図る。 

 

（４）「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」 

 

本授業は、４年次に開設し、担当研究ゼミの専任教員が各専攻単位で１０名程度の研究

ゼミを組織し、卒業研究を展開する。学生のゼミの選定は、希望学生が多数になった場

合、３年次までの成績や取り組み内容等により選考を行う。選考に関する諸要件は、入学

後のオリエンテーションで学生に周知徹底することにより、不公平が生じないよう配慮す

る。 

また、担当教員による卒業研究の指導は、ミーティングデスク・椅子、プロジェクタ

ー、スクリーン、無線ＬＡＮ等を配した各教員のプライベイトラボ（研究室）に隣接する

卒研実験室を中心に、必要に応じて、１Ｆ実習工作室、４F各専攻実験室、１・４Ｆ数理・

情報処理室、５Ｆ共同研究実験室等を使用し、将来の進路を念頭に、学生個々が研究テー

マを定め、研究、製作にあたる取り組みを通じ、社会に貢献する意識を醸成し、卒業後、

技術者、研究者、また、さまざまな領域で活躍する人材を養成する。 

 

 

２．教育課程外の取組 

 

本理工学部では、教育課程外の取組として、以下に掲げる取り組みを展開することにより、学

生の社会的・職業的自立を図る。 

 

（１）担任による個別指導・個別相談 

（２）授業科目の到達目標に至らない学生への個別指導 

（３）キャリアセンター主催のインターンシップ実施 

（４）キャリアセンター主催の就職対策・各種資格対策の講座実施 

 

 

３．適切な体制の整備 

 

前述の通り、本理工学部における社会的・職業的自立の教育課程内の取り組みは、「キャリア

デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」「理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ」「理工学実践演習Ⅰ・Ⅱ」「卒業研究
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Ⅰ・Ⅱ」によって展開し、教育課程外の取り組みは、主に、担任をはじめとする学部所属専任教

員、キャリアセンターによって展開される。 

これらの取り組みの連携体制は、ハード面では、「校舎等施設の整備計画」に記載の「教員・

研究実験卒研フロア」における活発な連携協力、コミュニケーションを生む環境、機能を活か

し、ソフト面では、全体会議、専攻会議、各種会議を通して図るとともに、学部とキャリアセン

ターとの連携は、キャリアセンター長、キャリアセンター部員、学部関係者で組織される「キャ

リアセンター会議」の定期開催によって図る。 

（資料 11 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制） 

 



























































（資料３）理工学融合科目の位置づけ 

 

現 代 理 工 学 序 論 

理工学基礎セミナー  Ⅰ   Ⅱ 

理工学実践演習    Ⅰ   Ⅱ 

卒  業  研  究 

現状技術を用いた 

理工学融合による問題解決策 

将来の発展性を考えた 

理工学融合によるイノベーションの提案 

各専攻の概論 

自
専
攻
専
門
科
目 

・理工学部の全体像の把握 

・各専攻の学問分野の紹介 

・他専攻との融合例の紹介 

他
専
攻
専
門
科
目 

・各専攻の専門領域 

・教員主体 

・学生に手法を 

学ばせる 

・PBL 型教育 

・学生主体 

・教員はファシリ 

テーター 

・幅広い知識、技術を融合し 

創造性と発想力を発揮して 

 社会に貢献する技術者、研究者 



（資料４）理工学融合科目の目的 

… 

他専攻の専門科目② 

他専攻の専門科目① 

自専攻の専門科目 

理工学融合による将来のイノベーションの提案 

ニーズ予想力、発想力 

現状分析力 

理工学融合による社会問題の解決 

理工学基礎セミナーⅠ 

理工学実践演習  Ⅰ 

理工学基礎セミナーⅡ 

理工学実践演習  Ⅱ 



習熟度別教育の構成図 

 

 

 

 

 

 
専  攻 ※２専攻同時開講の場合 ２クラス（上位・下位）編成 

※３専攻同時開講の場合 ３クラス（上位・中位・下位）編成 

A 専攻 B 専攻 

上位 

クラス 

  

下位 

クラス 

 

  

特別指導対象学生 

ボーダーライン 

入学予定者 

習熟度別授業科目 

1 年前期 微分積分学基礎Ⅰ・線形代数学基礎Ⅰ・基礎数学・ 

基礎物理学・英語基礎演習Ⅰ・集合と論理 

1 年後期 英語基礎演習Ⅱ・力学Ⅰ 

特別指導対象学生（課外の特別指導） 

①共通課題・提出 → ②課題内容の解説 

（グループ指導） → ③理解度確認テスト →  

④到達度の低い学生のみ対象に特別課題・個別指導 

学習サポートセンター 

による特別指導 

学習サポートセンター 

センター所属専任教員 3名 

（英語・数学・物理）→ 特別指導

学生の人数等、必要に応じて、非常

勤講師・TAを追加配置する。 

教員の負担を考慮して、下位クラスは、 

可能な限り、少人数で手厚く指導する。 

学期途中の学生のクラス替えは行わない。 

評価方法 

両クラスとも授

業の到達度を一

致させるために

も同一の試験を

実施して、統一

した評価基準で

評価する。 

 

プレスメントテスト（前期・後期） 

入学直後・前期末に実施 

クラス分け 

（資料５）   



資料６ 大和大学任期制職員就業規則（抜粋） 

 

大和大学任期制職員就業規則 

 

第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 この規則は 学校法人西大和学園 大和大学（以下「本学」という）の職員のうち

任期制職員の就業に関する事項について定めるものである。 

２ この規則に定めのない事項については、労働基準法その他の法令の定めるところによ

る。 

 

（任期制職員の定義及び適用者） 

第２条 この規則（この規則に基づいて定められた規定を含む）で任期制職員とは、本学の

職員のうち雇用期間に定めのある職員として採用された者をいう。(以下本規則において任

期制職員という)任期制職員及び任期制職員のうち雇用期間を除き、有期契約と同一（特別

の変更がある場合は変更後)の労働条件で労働契約をした任期制職員も本規則３９条及び４

０条を除き本規則を適用する。但し授業時間単位および時間単位で勤務する非常勤職員は

除く 

 

２ 任期制職員は、教育任期制職員、事務任期制職員とする。 

  教育任期制職員とは教員として採用された任期制職員をいう。事務任期制職員とは教

育任期制職員以外の任期制職員をいう。 

 

＜中略＞ 

 

（定年退職） 

第５０条 任期制職員の定年は次のとおりとする。 

一 採用年４月１日の年齢が６４歳以下の任期制職員  ６５歳 

二 採用年４月１日の年齢が６５歳以上の任期制職員  ７０歳 

２ 定年に達した日の属する学年度（毎年４月１日から翌年３月 31日までをいう）の末日

において退職とする。 

３ 理事長が特に必要と認めた場合は第１項の規定にかかわらず、定年を延長することが

ある。 



1名

1名

2名

4名

1名

3名

2名

6名

実験・実習

5名

3名

2名

10名

実験・実習

5名

3名

2名

10名

2名

3名

2名

7名

（資料　７）　演習・実験・実習等の指導体制配置計画表
　　（※下記の人数は、担当教員及び補助者の配置人数であり、採用者人数ではありません。）

数理科学専攻における演習授業

学生数 30名

担当指導教員

※　TAの採用予定人数は、前期4名、後期2名。
技術職員

ＴＡ

計

※演習の際は、学生30名全体を教員1名と補助3名で指導する。（補助3名は、技術職員またはTAとする。)

情報科学専攻における演習授業

学生数 50名

担当指導教員

※　TAの採用予定人数は、前期4名、後期2名。
技術職員

ＴＡ

計

※ 演習：学生50名全体を教員1名と補助3名で指導する。

（補助3名は、技術職員またはTAとする。)

※ 実験：学生10名×5グループに編成し、各教員1テーマの実験を1グループに対して指導する。

（週ごとにローテーションし、5週間で1セット。）

この学生10名グループに対して教員1名と補助1名の計2名で指導する。

（補助1名は、技術職員またはTAとする。）

※演習の際は、学生50名全体を教員1名と補助5名で指導する。（補助5名は、技術職員またはTAとする。)

機械工学専攻における演習および実験・実習授業

学生数 50名

演習

※　TAの採用予定人数は、前期2名、後期2名。

担当指導教員 1名

技術職員 1名

ＴＡ 2名

計 4名

建築学専攻における設計製図・実験授業

電気電子工学専攻における演習および実験・実習授業

学生数 50名

演習

※　TAの採用予定人数は、前期2名、後期2名。

担当指導教員 1名

技術職員 1名

ＴＡ 2名

計 4名

※ 演習：学生50名全体を教員1名と補助3名で指導する。

（補助3名は、技術職員またはTAとする。)

※ 実験：学生10名×5グループに編成し、各教員1テーマの実験を1グループに対して指導する。

（週ごとにローテーションし、5週間で1セット。）

この学生10名グループに対して教員1名と補助1名の計2名で指導する。

（補助1名は、技術職員またはTAとする。）

※ 製図：学生50名全体を教員2名と補助5名で指導する。

（補助5名は、技術職員又はTAとする。)

※ 実験：学生10名×5グループに編成するが、全50名全体を教員2名と補助5名で指導する。

（補助5名は、技術職員又はTAとする。)

学生数 50名

担当指導教員

※　TAの採用予定人数は、前期4名、後期4名。
技術職員

ＴＡ

計



授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

●情報処理入門 2

●英語Ⅰ 1 ●英語Ⅱ 1 ●英語Ⅲ 1 ●英語Ⅳ 1

●スポーツⅠ 1

△言葉と文学 2 △日本国憲法 2

△基礎物理学 2

△英語基礎演習Ⅰ 1 △英語基礎演習Ⅱ 1

▲経営学入門 ▲現代社会学

●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅣ 1 ●キャリアデザインⅣ 1

●微分積分学基礎Ⅰ 2 ●微分積分学基礎Ⅱ 2

●線形代数学基礎Ⅰ 2 ●線形代数学基礎Ⅱ 2

〇確率と統計 2 〇微分積分学演習Ⅰ 1

〇微分積分学Ⅰ 2 〇微分方程式Ⅰ 2

●現代理工学序論 2 ●理工学基礎セミナーⅠ 2 ●理工学基礎セミナーⅡ 2

●プログラミング基礎 2

〇数理科学概論 2 〇情報社会と情報倫理 2

△電気電子工学概論 2

△電磁気学Ⅰ 2 △情報通信ネットワーク概論 2 △知的財産権 2

△情報科学概論 2

◎集合と位相Ⅰ 2 ◎微分積分学Ⅱ 2 ◎微分積分演習Ⅱ 1 ◎微分方程式Ⅱ 2

◎線形代数学 2 ◎線形代数学演習 1 ◎記号論理学 2

◎集合と位相演習Ⅰ 1 ◎代数学演習 1 ◎代数学Ⅱ 2

◎代数学Ⅰ 2 ◎幾何学演習 1 ◎幾何学Ⅱ 2

◎幾何学Ⅰ 2 ◎解析学演習 1

◎解析学Ⅰ 2 ◎解析学Ⅱ 2

◎確率論 2 ◎数理統計学 2

△数：複素関数論 2 △数：幾何学Ⅲ 2

△数：代数学Ⅲ 2

△数：解析学Ⅲ 2

△情：データ構造とアルゴリズム 2 △情：暗号と符号 2 △情：数理計画論 2 △情：最適化理論 2

△情：プログラミングⅠ 2 △情：情報通信ネットワーク 2

△情：グラフ理論 2 △機：機械制御 2

△電：電子回路 2 △電：論理回路 2

●理工学実践演習Ⅰ 1 ●理工学実践演習Ⅱ 1

●卒業研究Ⅰ 3 ●卒業研究Ⅱ 3

8
合計

実践演習科目

35

18 17 20 22 18

128

105

23

37

23

8

15

22

4
128

42 39 12

21

       資料８      ■ 履修モデル  　理工学部　理工学科　数理科学専攻　

・　社会人としての教養を身につける
・　理工の学びを知る
・　理工の基礎力を身につける

・　理工の基礎力を身につける
・　数理科学分野の知識、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける

・　数理科学分野の知識、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける
・　幅広い視野を身につける
・　他者と協調して課題解決にあたる

・　卒業研究に取り組む
・　社会の発展に貢献する意識を育てる４年間の学びの柱

15

履修単位数
１年次 ２年次 ３年次

後期
４年次

前期 後期 前期前期

40

20

専門
教育
科目

専門教育科目

基礎数学系
科目

他専攻
専門科目

卒業研究

共通
専門
教育
科目

学科共通
専門科目

数理科学専攻
専門科目

2

6

共通基礎科目

前期 後期 後期

科目群

教養・外国語・
保健体育科目

キャリア
デザイン科目

科目の種類

● 必修科目

◎ 選択必修 専攻専門科目

〇 選択必修 基礎専門科目

△ 選択科目

▲ 他学部自由選択科目

各専攻専門科目

数：数理科学科目

情：情報科学科目

機：機械工学科目

電：電気電子工学科目

建：建築学科目



授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

●情報処理入門 2

●英語Ⅰ 1 ●英語Ⅱ 1 ●英語Ⅲ 1 ●英語Ⅳ 1

●スポーツⅠ 1

△くらしと芸術 2

△経済学概論 2

△基礎物理学 2

△英語基礎演習Ⅰ 1 △英語基礎演習Ⅱ 1

▲経営学入門 ▲現代社会学

●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅣ 1 ●キャリアデザインⅣ 1

●微分積分学基礎Ⅰ 2 ●微分積分学基礎Ⅱ 2

●線形代数学基礎Ⅰ 2 ●線形代数学基礎Ⅱ 2

△基礎数学演習 1 △確率と統計 2 △微分方程式Ⅰ 2

●現代理工学序論 2 ●理工学基礎セミナーⅠ 2 ●理工学基礎セミナーⅡ 2

●プログラミング基礎 2

〇情報科学概論 2 〇情報通信ネットワーク概論 2 〇情報社会と情報倫理 2

△電気電子工学概論 2

△電磁気学Ⅰ 2

△電気回路Ⅰ 2

◎情報理論 2 ◎応用解析学Ⅰ 2 ◎数理計画論 2 ◎モデリングとシミュレーション科学 2

◎情報数理Ⅰ 2 ◎暗号と符号 2 ◎情報通信ネットワーク 2

◎データ構造とアルゴリズム 2 ◎信号処理 2 ◎データベース工学 2

◎プログラミングⅠ 2 ◎データ科学とデータ分析 2 ◎プログラミング演習 1

◎プログラミングⅡ 2 ◎オペレーティングシステム 2

◎情報セキュリティ 2

△ 情：情報数理Ⅱ 2 △情：応用解析学Ⅱ 2 △情：マルチメディア 2

△情：人工知能 2

△情：ヒューマンインターフェイス 2

△電：電子回路 2 △電：電気通信システム 2 △機：ロボティックス基礎 2

△電：電気電子計測 2 △電：論理回路 2 △数：複素関数論演習 1

△数：離散数学 2 △数：複素関数論 2

△数：確率論 2 △数：数理統計学 2

△機：機械制御工学 2

△機：生産工学 2

●理工学実践演習Ⅰ 1 ●理工学実践演習Ⅱ 1

●卒業研究Ⅰ 3 ●卒業研究Ⅱ 3

後期前期

・　社会人としての教養を身につける
・　理工の学びを知る
・　理工の基礎力を身につける

8

15

１年次

・　理工の基礎力を身につける
・　情報科学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける

実践演習科目

基礎数学系
科目

学科共通
専門科目

33

105

13

20

41

23

2

6

      資料８      ■ 履修モデル  　理工学部　理工学科　情報科学専攻　

23

・　卒業研究に取り組む
・　社会の発展に貢献する意識を育てる

履修単位数２年次 ３年次 ４年次

後期 前期 後期 前期

・　情報科学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける
・　幅広い視野を身につける
・　他者と協調して課題解決にあたる

23

後期 前期

128

128
38 44 36 10

23 13 6 419 19 16 28

４年間の学びの柱

共通
専門
教育
科目

専門
教育
科目

専門教育科目

合計

他専攻
専門科目

情報科学専攻
専門科目

卒業研究

教養・外国語・
保健体育科目

キャリア
デザイン科目

科目群

共通基礎科目

科目の種類

● 必修科目

◎ 選択必修 専攻専門科目

〇 選択必修 基礎専門科目

△ 選択科目

▲ 他学部自由選択科目

各専攻専門科目

数：数理科学科目

情：情報科学科目

機：機械工学科目

電：電気電子工学科目

建：建築学科目



授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

●情報処理入門 2

●英語Ⅰ 1 ●英語Ⅱ 1 ●英語Ⅲ 1 ●英語Ⅳ 1

●スポーツⅠ 1

△心理学概論 2 △TOEIC英語Ⅰ 1 △TOEIC英語Ⅱ 1

△経済学概論 2

△基礎物理学 2

▲経営学入門 ▲現代社会学

●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅣ 1 ●キャリアデザインⅣ 1

●微分積分学基礎Ⅰ 2 ●微分積分学基礎Ⅱ 2

●線形代数学基礎Ⅰ 2 ●線形代数学基礎Ⅱ 2

△確率と統計 2 △微分方程式Ⅰ 2

●現代理工学序論 2 ●理工学基礎セミナーⅠ 2 ●理工学基礎セミナーⅡ 2

●プログラミング基礎 2

○機械工学概論 2 ○熱力学と統計物理 2 〇工学倫理・研究倫理 2

○力学Ⅰ 2

〇電磁気学Ⅰ 2

△電気電子工学概論 2

△電気回路Ⅰ 2

◎機構学 2 ◎機械設計基礎 2 ◎機械設計製図 2 ◎機械材料学 2 ◎機械設計工学 2

◎機械図学・製図基礎 2 ◎力学Ⅱ 2 ◎材料力学 2 ◎材料力学演習 1

◎機械力学Ⅰ 2 ◎流れ学演習 1 ◎熱工学演習 1

◎流れ学 2 ◎熱工学 2 ◎生産工学Ⅰ 2

◎機械計測 2 ◎機械工学実験・実習Ⅰ 2 ◎機械工学実験・実習Ⅱ 2

◎流体力学 2

◎機械制御工学 2

△機：機械力学Ⅱ 2 △機：生産工学Ⅱ 2

△機：産業・交通機械工学特論 2

△機：ロボティックス基礎 2

△情：プログラミングⅠ 2 △情：情報通信ネットワーク 2

△情：数理計画論 2 △数：数値解析 2

△数：数理統計学 2 △数：微分方程式Ⅱ 2

△情：データベース工学 2

△電：電気電子計測 2 △電：電子回路設計 2

●理工学実践演習Ⅰ 1 ●理工学実践演習Ⅱ 1

●卒業研究Ⅰ 3 ●卒業研究Ⅱ 3

４年間の学びの柱

科目群

２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期

１年次

105

34

15

12

22

45

18

2

6

専門教育科目

共通
専門
教育
科目

専門
教育
科目

学科共通
専門科目

他専攻
専門科目

機械工学専攻
専門科目

実践演習科目

基礎数学系
科目

      資料８      ■ 履修モデル  　理工学部　理工学科　機械工学専攻　

共通基礎
科目

後期 前期

履修単位数

・　卒業研究に取り組む
・　社会の発展に貢献する意識を育てる

前期 後期

・　社会人としての教養を身につける
・　理工の学びを知る
・　理工の基礎力を身につける

・　理工の基礎力を身につける
・　機械工学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける

・　機械工学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける
・　幅広い視野を身につける
・　他者と協調して課題解決にあたる

後期

128

卒業研究

2323

教養・外国語・
保健体育科目

キャリア
デザイン科目

8

15 4 4
128

22 20 17 25

43 37 40 8

21
合計

科目の種類

● 必修科目

◎ 選択必修 専攻専門科目

〇 選択必修 基礎専門科目

△ 選択科目

▲ 他学部自由選択科目

各専攻専門科目

数：数理科学科目

情：情報科学科目

機：機械工学科目

電：電気電子工学科目

建：建築学科目



授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

●情報処理入門 2

●英語Ⅰ 1 ●英語Ⅱ 1 ●英語Ⅲ 1 ●英語Ⅳ 1

●スポーツⅠ 1

△哲学概論 2 △健康科学 2

△経済学概論 2

△基礎物理学 2

▲経営学入門 ▲現代社会学

●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅣ 1 ●キャリアデザインⅣ 1

●微分積分学基礎Ⅰ 2 ●微分積分学基礎Ⅱ 2

●線形代数学基礎Ⅰ 2 ●線形代数学基礎Ⅱ 2

△確率と統計 2

△微分積分学Ⅰ 2

●現代理工学序論 2 ●理工学基礎セミナーⅠ 2 ●理工学基礎セミナーⅡ 2

●プログラミング基礎 2

〇電気電子工学概論 2 〇工学倫理・研究倫理 2

〇電磁気学Ⅰ 2

〇電気回路Ⅰ 2

△機械工学概論 2

△力学Ⅰ 2

◎電気回路演習Ⅰ 1 ◎電磁気学Ⅱ 2 ◎電磁気学演習 1 ◎半導体・電子デバイス工学 2 ◎送配電工学 2 ◎電気法規・電気施設管理 2

◎電気回路Ⅱ 2 ◎電子回路 2 ◎発変電工学 2 ◎パワーエレクトロニクス 2

◎電気電子材料学 2 ◎電気電子計測 2 ◎電気機器工学 2 ◎電気電子工学実習 2

◎電気電子工学実験Ⅰ 2 ◎固体電子物性 2 ◎電気電子制御工学 2

◎電気電子工学実験Ⅱ 2

◎電子回路設計 2

△電：光・電波工学 2 △電：設備工学 2 △電：電波・電気通信法規 2

△電：電気回路演習Ⅱ 1 △電：ネットワーク工学 2

△電：電気エネルギー工学 2

△電：電気通信システム 2

△情：データ構造とアルゴリズム 2 △情：データ科学とデータ分析 2 △情：情報セキュリティ 2 △情：画像・音声情報処理 2

△情：プログラミングⅠ 2 △情：計算機アーキテクチャー 2 △情：人工知能 2

△機：機械設計基礎 2

●理工学実践演習Ⅰ 1 ●理工学実践演習Ⅱ 1

●卒業研究Ⅰ 3 ●卒業研究Ⅱ 3

49

16

20

23

14

105

20

8

12

32

共通基礎
科目

128

合計
19 21 4

128
40 36 40 12

16 26

2

6

          資料８      ■ 履修モデル  　理工学部　理工学科　電気電子工学専攻　

前期 後期 前期 後期前期 後期
科目群

４年間の学びの柱

１年次 ２年次 ３年次

・　社会人としての教養を身につける
・　理工の学びを知る
・　理工の基礎力を身につける

・　理工の基礎力を身につける
・　電気電子工学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける

・　電気電子工学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける
・　幅広い視野を身につける
・　他者と協調して課題解決にあたる

履修単位数４年次

後期

・　卒業研究に取り組む
・　社会の発展に貢献する意識を育てる

前期

教養・外国語・
保健体育科目

キャリア
デザイン科目

23

8

15

専門
教育
科目

専門教育科目

共通
専門
教育
科目

実践演習科目

卒業研究

電気電子工学
専攻専門科目

他専攻
専門科目

基礎数学系
科目

学科共通
専門科目

科目の種類

● 必修科目

◎ 選択必修 専攻専門科目

〇 選択必修 基礎専門科目

△ 選択科目

▲ 他学部自由選択科目

各専攻専門科目

数：数理科学科目

情：情報科学科目

機：機械工学科目

電：電気電子工学科目



授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

授業科目名
単
位
数

●情報処理入門 2

●英語Ⅰ 1 ●英語Ⅱ 1 ●英語Ⅲ 1 ●英語Ⅳ 1

●スポーツⅠ 1

△くらしと芸術 2 △TOEIC英語Ⅰ 1 △TOEIC英語Ⅱ 1

△くらしと福祉 2

△基礎物理学 2

▲経営学入門 ▲現代社会学

●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅠ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅡ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅢ 1 ●キャリアデザインⅣ 1 ●キャリアデザインⅣ 1

●微分積分学基礎Ⅰ 2 ●微分積分学基礎Ⅱ 2

●線形代数学基礎Ⅰ 2 ●線形代数学基礎Ⅱ 2

△確率と統計 2

●現代理工学序論 2 ●理工学基礎セミナーⅠ 2 ●理工学基礎セミナーⅡ 2

●プログラミング基礎 2

〇建築学概論Ⅰ 2 〇力学Ⅰ 2 〇工学倫理・研究倫理 2

△機械工学概論 2

△知的財産権 2

◎建築設計製図基礎Ⅰ 2 ◎建築学概論Ⅱ 2 ◎建築設計学 2 ◎建築設計製図Ⅱ 2 ◎建築設計製図Ⅲ 2 ◎建築設計製図Ⅳ 2 ◎建築法規 2

◎建築構法 2 ◎建築設計製図Ⅰ 2 ◎建築構造力学Ⅱ 2 ◎建築設備学 2 ◎建築構造学Ⅱ 2

◎建築設計製図基礎Ⅱ 2 ◎住計画論 2 ◎建築史Ⅰ 2 ◎建築構造学Ⅰ 2 ◎建築施工 2

◎建築計画学Ⅰ 2 ◎建築環境工学Ⅰ 2 ◎建築学実験Ⅰ 2 ◎建築学実験Ⅱ 2

◎建築構造力学Ⅰ 2 ◎建築材料学 2

△建：インテリアデザイン 2 △建：建築計画学Ⅱ 2 △建：都市計画論 2 △建：建築ＣＡＤ 1 △建：耐震設計法 2

△建：建築ユニバーサルデザイン論 2

△情：データ科学とデータ分析 2 △情：コンピュータグラフィックス 2 △情：人工知能 2

△情：数理計画論 2 △機：ロボテイックス基礎 2

△情：ヒューマンインターフェイス 2

●理工学実践演習Ⅰ 1 ●理工学実践演習Ⅱ 1

●卒業研究Ⅰ 3 ●卒業研究Ⅱ 3

前期 後期 前期 後期

履修単位数３年次 ４年次

41 34

10 4
128

39 14

17 2219 22 18 16

2

8

6

128

23

28

23

105

15

10

18

57

12

     資料８      ■ 履修モデル  　理工学部　理工学科　建築学専攻　

・　社会人としての教養を身につける
・　理工の学びを知る
・　理工の基礎力を身につける

・　理工の基礎力を身につける
・　建築学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける

・　建築学分野の知識、技術、能力を身につける
・　他分野の知識、技術、能力を身につける
・　幅広い視野を身につける
・　他者と協調して課題解決にあたる

・　卒業研究に取り組む
・　社会の発展に貢献する意識を育てる４年間の学びの柱

共通基礎科目

教養・外国語・
保健体育科目

キャリア
デザイン科目

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期
科目群

卒業研究

基礎数学系
科目

学科共通
専門科目

実践演習
科目

建築学専攻
専門科目

他専攻
専門科目

共通
専門
教育
科目

専門
教育
科目

専門教育科目

合計

科目の種類

● 必修科目

◎ 選択必修 専攻専門科目

〇 選択必修 基礎専門科目

△ 選択科目

▲ 他学部自由選択科目

各専攻専門科目

数：数理科学科目

情：情報科学科目

機：機械工学科目

電：電気電子工学科目



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

月１ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
現代理工学序論
宮崎，成田，和田，田岡，栖原，
山脇，松本，北村，田村，越前
谷，木内，長岡

電電3年
設備工学
尾身

数理3年
解析学Ⅱ
三浦，金井

月２ 保健医療学部で使用
電電2年
電気回路Ⅱ
田岡，林

情報1年，数理1年
微分積分学基礎Ⅰ
三浦，樋山，長岡
（習熟度別授業）

機械2年
機械設計製図
杉村，古川，成田，和田

機械2年
機械設計製図
杉村，古川，成田，和田

月３ 保健医療学部で使用

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
熱力学と統計物理
吉田，尾身，田村

建築1年
建築設計製図基礎Ⅰ
北本，蔵田

数理3年
幾何学演習
塚本，橋本

建築1年
建築設計製図基礎Ⅰ
北本，蔵田

月４

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

情報2年
微分積分学Ⅰ
三浦，金井

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

月５

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

電電1年，建築1年
基礎数学演習
川谷，宮下

数理1年，情報1年，機械1年
基礎数学演習
樋山，長岡，塚本

火１ 保健医療学部で使用

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
くらしと人権
国嶋

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

火２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
政治学入門
竹本
（他学部自由選択履修科目）

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
経済学概論
中村

電電2年
電気電子工学実験Ⅰ
田岡，栖原，山置，尾身，林，山
脇，鹿間

数理3年
数理統計学
田村

電電2年
電気電子工学実験Ⅰ
田岡，栖原，山置，尾身，林，山
脇，鹿間

火３ 教育学部で使用
数理1年
情報処理入門
宮本，吉川

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

電電2年
電気電子工学実験Ⅰ
田岡，栖原，山置，尾身，林，山
脇，鹿間

数理3年，情報3年
TOEIC英語Ⅰ
諸木

機械3年
機械工学実験・実習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

電電2年
電気電子工学実験Ⅰ
田岡，栖原，山置，尾身，林，山
脇，鹿間

火４ 教育学部で使用

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
情報社会と情報倫理
松井

機械3年
機械工学実験・実習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

建築3年
建築設計製図Ⅲ
老田，北本，蔵田，包

火５

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

電電3年
電子回路設計
鹿間

数理1年，電電1年
基礎数学
北村，川谷
（習熟度別授業）

建築3年
建築設計製図Ⅲ
老田，北本，蔵田，包

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

情報3年
コンピュータグラフィックス
宮本

機械3年
熱工学演習
吉田

建築4年
建築法規
老田

情報3年
コンピュータグラフィックス
宮本

月１

建築2年
インテリアデザイン
蔵田

建築4年
耐震設計法
木内

情報1年，数理1年
微分積分学基礎Ⅰ
三浦，樋山，長岡
（習熟度別授業）

情報3年
情報セキュリティ
松井

電電1年
スポーツⅠ
西浦

月２

機械3年
機械制御工学
宮崎

電電3年
電気エネルギー工学
田岡，山置

情報1年
英語Ⅰ
島末

機械1年
機構学
杉村，和田

月３

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

数理2年
微分積分学Ⅰ
三浦，金井

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

情報1年
スポーツⅠ
西浦

月４

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

情報2年
英語Ⅲ
島末

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

月５

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，松本，北村，谷川，松井，三
浦，田村，越前谷，老田，北本，
木内，宮本，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎化学
鴻上

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
国際関係論
森

火１

機械2年
力学Ⅱ
宮崎，成田，和田

建築3年
建築史Ⅱ
蔵田，包

情報2年
グラフ理論
谷川

情報3年
オペレーティングシステム
松浦

火２

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

建築3年
色彩デザイン論
北本

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

機械3年
機械工学実験・実習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

火３

建築3年
建築設計製図Ⅲ
老田，北本，蔵田，包

数理1年
英語Ⅰ
島末

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

情報3年
多変数量解析
田村

機械3年
機械工学実験・実習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

火４

建築3年
建築設計製図Ⅲ
老田，北本，蔵田，包

数理1年，電電1年
基礎数学
北村，川谷
（習熟度別授業）

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

火５

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

水１ 保健医療学部で使用
情報1年
情報処理入門
松井

建築1年
英語Ⅰ
島末

機械3年，電電3年，建築3年
TOEIC英語Ⅰ
諸木

情報3年
データベース
松本

水２ 保健医療学部で使用

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
科学技術英語
成田，諸木，長岡

機械1年
英語Ⅰ
島末

水３ 保健医療学部で使用
情報2年
プログラミングⅠ
宮本，松浦

機械1年，電電1年，建築1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

情報2年
プログラミングⅠ
宮本，松浦

数理3年
代数学演習
長岡，川谷

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

水４ 保健医療学部で使用
建築1年
情報処理入門
古川

電電2年
電磁気学Ⅱ
栖原，尾身

数理1年，情報1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

機械2年
機械計測
杉村

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

水５

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

建築3年
建築環境工学Ⅱ
北本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

電電3年
ネットワーク工学
松井

建築3年
建築環境工学Ⅱ
北本

木１ 保健医療学部で使用
電電1年
英語Ⅰ
島末

情報2年，機械2年
確率と統計
北村，谷川，田村，金井，宮下

木２ 教育学部で使用
情報3年
プログラミング演習
宮本，松浦

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
理工学基礎セミナーⅡ
宮崎，吉田，成田，和田，田岡，
栖原，尾身，林，山脇，松本，北
村，谷川，松井，田村，越前谷，
老田，北本，蔵田，木内，包，金
井，長岡，塚本，橋本

数理3年
解析学演習
三浦，宮下

機械1年，電電1年，数理1年，情
報1年，建築1年
英語基礎演習Ⅰ
諸木，小林
（習熟度別授業）

木３

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
経営学入門
尾崎
（他学部自由選択履修科目）

電電3年
論理回路
鹿間

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

木４ 保健医療学部で使用

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
知的財産権
荒巻(知財）

電電3年
半導体・電子デバイス工学
尾身，山脇

情報2年
情報理論
松井，田村

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

木５ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

電電1年
プログラミング基礎
宮本

電電4年
電気法規・電気施設管理
山置

機械2年
機械力学Ⅰ
成田，和田

数理1年
スポーツⅠ
西浦

水１

情報1年
プログラミング基礎
松井

電電4年
電波・電気通信法規
尾身

数理2年
集合と位相Ⅰ
塚本，橋本

水２

情報2年
プログラミングⅠ
宮本，松浦

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

電電2年
電気電子材料学
尾身，山脇

機械1年，電電1年，建築1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

電電3年
発変電工学
田岡，山置

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

水３

機械1年
プログラミング基礎
吉川

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

電電3年
電気電子制御工学
田岡

情報3年
応用解析学Ⅱ
谷川，三浦

数理1年，情報1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

建築2年
建築設計製図Ⅰ
老田，北本，蔵田，包

水４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

機械3年
流体力学
吉田

情報3年
データ科学とデータ分析演習
北村，谷川

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

水５

機械3年
機械設計工学
古川

情報3年
計算機アーキテクチャー
松浦

建築3年
建築構造学Ⅰ
越前谷，木内

数理2年，電電2年，建築2年
確率と統計
北村，谷川，田村，金井，宮下

建築1年
スポーツⅠ
西浦

木１

情報3年
プログラミング演習
宮本，松浦

機械3年
生産工学Ⅰ
杉村

電電3年
電気機器工学
山置

機械1年，電電1年，数理1年，情
報1年，建築1年
英語基礎演習Ⅰ
諸木，小林
（習熟度別授業）

木２

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎生物学
中辻

建築2年
英語Ⅲ
島末

木３

建築1年
プログラミング基礎
宮本

機械2年
流れ学
吉田

建築3年
建築学実験Ⅰ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

数理2年
英語Ⅲ
島末

建築2年
建築設計学
老田

機械1年
スポーツⅠ
西浦

木４

建築2年
建築計画学Ⅰ
老田，包

情報3年
数理計画論
北村，谷川

情報2年
情報数理Ⅰ
松本

木５



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１ 保健医療学部で使用

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
日本国憲法
国嶋

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
心理学概論
浅野

金２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
行政学入門
沼田
（他学部自由選択履修科目）

機械1年
情報処理入門
吉田

機械2年，電電2年，建築2年
微分積分学Ⅰ
長岡，川谷

電電3年
電気通信システム
尾身

数理3年
微分積分演習Ⅱ
金井，宮下

建築3年
建築設備学
北本

金３ 保健医療学部で使用
電電1年
情報処理入門
林

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅰ
北村，宮下
（習熟度別授業）

数理3年
複素関数論
川谷，橋本

金４ 保健医療学部で使用

電電3年
電気電子工学実験Ⅱ
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

数理3年
線形代数学演習
金井，宮下

電電3年
電気電子工学実験Ⅱ
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

金５ 保健医療学部で使用

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
情報通信ネットワーク概論
松井

電電3年
電気電子工学実験Ⅱ
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

数理3年
集合と位相演習Ⅱ
塚本，橋本

電電3年
電気電子工学実験Ⅱ
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間



資料９－１　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
生活文化概論
岩本

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
言葉と文学
砺波

学部会議
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，栖原，山置，尾身，
林，山脇，鹿間，松本，北村，谷
川，松井，三浦，田村，越前谷，
老田，北本，蔵田，木内，宮本，
包，島末，上村，西浦，金井，長
岡，塚本，川谷，松浦，橋本，宮
下

金１

建築3年
建築設備学
北本

情報3年
数理モデルと統計
田村

金２

建築2年
住計画論
老田，蔵田

情報2年
データ構造とアルゴリズム
松本

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅰ
北村，宮下
（習熟度別授業）

電電2年
英語Ⅲ
島末

金３

数理1年
プログラミング基礎
松浦

建築2年
建築構造力学Ⅰ
越前谷，木内

建築3年
都市計画論
蔵田，包

機械2年
英語Ⅲ
島末

情報3年
情報通信ネットワーク
松井

金４

機械3年
材料力学演習
古川

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
建築学概論Ⅰ
越前谷，老田，北本，蔵田，木
内，包

金５



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

月１
数理3年，情報3年
工学倫理・研究倫理
杉村，成田，和田，木内

機械1年，建築1年，電電1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

機械1年，建築1年，電電1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

月２

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

電電2年
固体電子物性
林，山脇

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

月３

数理1年，機械1年，電電1年,情
報1年，建築1年
力学Ⅰ
杉村，成田，和田，宮崎
（習熟度別授業）

情報3年
画像・音声情報処理
松井

月４
数理1年，機械1年，電電1年
Webプログラミング演習
松井，松浦

数理2年
代数学Ⅰ
長岡，川谷

機械2年
英語Ⅳ
島末

数理3年
記号論理学
金井

電電3年
電気電子工学実習
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

月５
数理2年
集合と位相Ⅱ
塚本，川谷，橋本

数理3年
解析学Ⅳ
三浦，宮下

電電3年
電気電子工学実習
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

機械1年
機械図学・製図基礎
杉村，古川，和田

火１
数理1年
微分積分学基礎Ⅱ
樋山，長岡

火２

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
機械工学概論
宮崎，杉村，古川，成田，和田

電電2年
電子回路
栖原，林，鹿間

火３

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
微分積分学演習Ⅰ
三浦，金井，川谷，宮下

数理3年
幾何学Ⅱ
塚本，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
物質科学基礎
吉田，尾身

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

火４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
電気電子工学概論
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

数理3年
複素関数論演習
三浦，川谷

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

火５
数理1年，情報1年，建築1年
電気回路Ⅰ
田岡，栖原，林

機械1年，電電1年
電磁気学Ⅰ
栖原，尾身，林

数理2年
線形代数学
金井，長岡，宮下

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

機械2年
材料力学
古川

電電2年
電気回路演習Ⅱ
田岡，栖原，山置

建築2年
建築環境工学Ⅰ
北本

機械3年，電電3年，建築3年
工学倫理・研究倫理
杉村，成田，和田，木内

月１

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

建築2年
建築計画学Ⅱ
老田，蔵田，包

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
キャリアデザインⅢ
吉田，尾身，三浦，北本，宮本，
樋山，福井

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
スポーツⅡ
西浦

月２

情報3年
画像・音声情報処理
松井

数理1年，機械1年，電電1年,情
報1年，建築1年
力学Ⅰ
杉村，成田，和田，宮崎
（習熟度別授業）

建築2年
建築材料学
越前谷，木内

数理3年
代数学Ⅱ
金井，長岡

機械2年
機械材料学
吉田

月３

電電3年
電気電子工学実習
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

建築1年
建築学概論Ⅱ
越前谷，老田，北本，蔵田，木
内，包

情報2年
応用解析学Ⅰ
谷川，三浦，宮下

月４

電電3年
電気電子工学実習
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

建築1年
造形デザイン
北本，蔵田，包

情報1年
英語Ⅱ
島末

建築3年
建築ユニバーサルデザイン論
老田

月５

機械3年
ロボティックス基礎
宮崎

建築1年
建築構法
越前谷，老田，蔵田，包

機械1年
英語Ⅱ
島末

情報1年
微分積分学基礎Ⅱ
塚本

火１

建築2年
建築史Ⅰ
蔵田，包

数理3年
幾何学Ⅲ
塚本，橋本

機械2年
流れ学演習
吉田

情報2年
情報数理Ⅱ
松本

火２

電電3年
パワーエレクトロニクス
田岡，山置

情報3年
最適化理論
田村

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

火３

機械3年
産業・交通機械工学特論
宮崎，杉村，成田，和田

数理2年
離散数学
谷川

建築3年
建築学実験Ⅱ
越前谷，北本，蔵田，木内，包

火４

情報2年
英語Ⅳ
島末

情報3年
ヒューマンインターフェイス
宮本

火５

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

水１
情報1年，建築1年
Webプログラミング演習
松井，宮本

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

水２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
現代社会学
岩本
（他学部自由選択履修科目）

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
健康科学
南澤

電電3年
送配電工学
田岡，山置

情報2年
プログラミング言語論
松本

水３
数理2年
英語Ⅳ
島末

数理3年，情報3年
TOEIC英語Ⅱ
諸木

水４
建築3年
建築CAD
老田，蔵田，木内，包

機械1年，電電1年
電気回路Ⅰ
田岡，栖原，林

電電2年
英語Ⅳ
島末

数理1年，情報1年，建築1年
電磁気学Ⅰ
栖原，尾身，林

建築3年
建築CAD
老田，蔵田，木内，包

水５

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
国際コミュニケーション論
森
（他学部自由選択履修科目）

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理1年，情報1年，数理1年，情
報1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

木１
数理2年
幾何学Ⅰ
塚本，橋本

情報2年
データ科学とデータ分析
北村，谷川

建築3年
建築設計製図Ⅳ
老田，北本，蔵田，包

木２

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本

情報2年
信号処理
松井，田村

建築3年
建築設計製図Ⅳ
老田，北本，蔵田，包

木３

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
教育基礎論
堂埜

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
くらしと芸術
西・川内

木４
情報3年
マルチメディア
松井

建築2年
英語Ⅳ
島末

電電2年
量子力学
林，田村

木５

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
微分方程式Ⅰ
三浦，金井，川谷，宮下

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

機械1年
機械設計基礎
杉村，古川

電電1年
英語Ⅱ
島末

数理4年，情報4年，機械4年，電
電4年，建築4年
キャリアデザインⅣ
和田，山脇，田村，蔵田，樋山，
福井，川谷

水１

情報2年
プログラミング言語論
松本

機械3年
材料強度学
古川

建築3年
建築施工
木内

情報3年
機械学習
宮本

数理2年
解析学Ⅰ
三浦，宮下

水２

電電2年
電気電子計測
鹿間

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
理工学基礎セミナーⅠ
宮崎，吉田，成田，和田，田岡，
栖原，尾身，林，山脇，松本，北
村，松井，田村，越前谷，老田，
木内，包，金井，長岡，塚本，橋
本，宮下

水３

情報3年
モデリングとシミュレーション科
学
北村，谷川，田村

建築3年
建築CAD
老田，蔵田，木内，包

電電3年
電気電子制御工学演習
田岡

数理3年
微分方程式Ⅱ
三浦，宮下

水４

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理3年，情報3年，機械3年，電
電3年，建築3年
理工学実践演習Ⅱ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田，田岡，山置，尾身，林，山
脇，鹿間，松本，北村，谷川，松
井，三浦，田村，越前谷，老田，
北本，蔵田，木内，宮本，包，金
井，長岡，川谷，松浦，橋本，宮
下

数理1年，情報1年，数理1年，情
報1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

水５

建築3年
建築設計製図Ⅳ
老田，北本，蔵田，包

機械3年
伝熱工学
吉田

電電2年
電磁気学演習
栖原，林，山脇

建築1年
英語Ⅱ
島末

情報3年
人工知能
松本

木１

建築3年
建築設計製図Ⅳ
老田，北本，蔵田，包

建築3年
建築設計製図Ⅳ
老田，北本，蔵田，包

建築2年
建築構造力学Ⅱ
越前谷，木内

数理2年
微分積分学Ⅱ
金井，長岡，宮下

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本 木２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12
哲学概論
梅本

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12
くらしと福祉
沼田

学部会議
宮崎，杉村，吉田，古川，成
田，和田，田岡，栖原，山置，
尾身，林，山脇，鹿間，松本，
北村，谷川，松井，三浦，田
村，越前谷，老田，北本，蔵
田，木内，宮本，包，島末，上
村，西浦，金井，長岡，塚本，
川谷，松浦，橋本，宮下

木３

情報3年
マルチメディア
松井

機械3年
生産工学Ⅱ
杉村

建築1年
建築設計製図基礎Ⅱ
北本，蔵田

数理3年
代数学Ⅲ
金井，長岡

電電1年
電気回路演習Ⅰ
田岡，栖原，山置

木４

機械3年，電電3年，建築3年
TOEIC英語Ⅱ
諸木

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

木５



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A 精密機械室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅱ
谷川，宮下

金２ 保健医療学部で使用
情報2年
暗号と符号
松井

数理1年
英語Ⅱ
島末

金３
情報2年
プログラミングⅡ
松井，宮本，松浦

機械3年
宇宙システム工学特論
宮崎，杉村

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎化学
鴻上

金４
電電2年
光・電波工学
栖原，尾身

建築3年
建築構造学Ⅱ
木内

数理3年
解析学Ⅲ
三浦，宮下

機械2年
機械工学実験・実習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包

金５
数理3年
数値解析
谷川，田村

機械2年
機械工学実験・実習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包



資料９－２　　完成年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 2年次開講科目 3年次開講科目 4年次開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

学部会議

実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 中講義室A
（新講義棟）

中講義室B
（新講義棟）

中講義室C
（新講義棟）

大講義室A
（新講義棟）

体育館 会議室 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅱ
谷川，宮下

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

数理2年，情報2年，機械2年，電
電2年，建築2年
キャリアデザインⅡ
古川，栖原，山置，松井，木内，
樋山，上村，福井，金井

金１

機械2年
機械力学Ⅱ
成田，和田

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本 金２

情報2年
プログラミングⅡ
松井，宮本，松浦

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎生物学
中辻

電電3年
半導体・電子デバイス工学演習
尾身，山脇

機械2年
熱工学
吉田

数理2年
確率論
田村，金井，長岡

金３

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包

機械2年
機械工学実験・実習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包

数理2年
集合と位相演習Ⅰ
塚本，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
情報科学概論
松本，北村，松井，宮本

金４

情報3年
ソフトウェア工学
松本

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包

機械2年
機械工学実験・実習Ⅰ
宮崎，杉村，吉田，古川，成田，
和田

建築2年
建築設計製図Ⅱ
老田，北本，蔵田，包

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
数理科学概論
三浦，金井，長岡，塚本，川谷，
橋本，宮下

情報3年
ソフトウェア工学
松本

金５



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

月１ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
現代理工学序論
宮崎，成田，和田，田岡，栖原，
山脇，松本，北村，田村，越前
谷，木内，長岡

月２ 保健医療学部で使用

情報1年，数理1年
微分積分学基礎Ⅰ
三浦，樋山，長岡
（習熟度別授業）

情報1年，数理1年
微分積分学基礎Ⅰ
三浦，樋山，長岡
（習熟度別授業）

月３ 保健医療学部で使用
機械1年
機構学
杉村，和田

建築1年
建築設計製図基礎Ⅰ
北本，蔵田

情報1年
英語Ⅰ
島末

建築1年
建築設計製図基礎Ⅰ
北本，蔵田

月４ 教育学部で使用

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅰ
谷川，尾身，橋本，林，宮下
（習熟度別授業）

月５ 保健医療学部で使用
電電1年，建築1年
基礎数学演習
川谷，宮下

数理1年，情報1年，機械1年
基礎数学演習
樋山，長岡，塚本

火１ 保健医療学部で使用

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
国際関係論
森

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
国際関係論
森

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
くらしと人権
国嶋

火２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
政治学入門
竹本
（他学部自由選択履修科目）

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
経済学概論
中村

火３ 教育学部で使用
数理1年
情報処理入門
宮本，吉川

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

情報1年，機械1年，建築1年
基礎数学
塚本，宮下，谷川，川谷，樋山
（習熟度別授業）

火４

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅰ
尾身，谷川，三浦，樋山，橋本
（習熟度別授業）

数理1年
英語Ⅰ
島末

火５ 保健医療学部で使用

数理1年，電電1年
基礎数学
北村，川谷
（習熟度別授業）

数理1年，電電1年
基礎数学
北村，川谷
（習熟度別授業）

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 体育館 教室

月１

電電1年
スポーツⅠ
西浦

月２

月３

情報1年
スポーツⅠ
西浦

月４

月５

火１

火２

火３

火４

火５

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

水１ 保健医療学部で使用
情報1年
情報処理入門
松井

建築1年
英語Ⅰ
島末

水２ 保健医療学部で使用
機械1年
英語Ⅰ
島末

水３ 保健医療学部で使用

機械1年，電電1年，建築1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，建築1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

水４ 保健医療学部で使用
建築1年
情報処理入門
古川

数理1年，情報1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年
集合と論理
橋本，宮下
（習熟度別授業）

水５

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

木１ 保健医療学部で使用
電電1年
英語Ⅰ
島末

木２ 教育学部で使用

機械1年，電電1年，数理1年，情
報1年，建築1年
英語基礎演習Ⅰ
諸木，小林
（習熟度別授業）

機械1年，電電1年，数理1年，情
報1年，建築1年
英語基礎演習Ⅰ
諸木，小林
（習熟度別授業）

木３

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
経営学入門
尾崎
（他学部自由選択履修科目）

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎生物学
中辻

木４ 保健医療学部で使用

木５ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎物理学
吉田，古川，成田，和田，栖原，
尾身，山脇，福井
（習熟度別授業）



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 体育館 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

電電1年
プログラミング基礎
宮本

数理1年
スポーツⅠ
西浦

水１

情報1年
プログラミング基礎
松井

水２

水３

機械1年
プログラミング基礎
吉川

水４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

水５

建築1年
スポーツⅠ
西浦

木１

木２

木３

建築1年
プログラミング基礎
宮本

機械1年
スポーツⅠ
西浦

木４

木５



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理1 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１ 保健医療学部で使用

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
日本国憲法
国嶋

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
生活文化概論
岩本

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
心理学概論
浅野

金２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
行政学入門
沼田
（他学部自由選択履修科目）

機械1年
情報処理入門
吉田

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
言葉と文学
砺波

金３ 保健医療学部で使用
電電1年
情報処理入門
林

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅰ
北村，宮下
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅰ
北村，宮下
（習熟度別授業）

金４ 保健医療学部で使用

金５ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
建築学概論Ⅰ
越前谷，老田，北本，蔵田，木
内，包



資料９－３　　2020年度　理工学部　想定時間割一覧表　（前期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理2 製図室B 体育館 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１

金２

金３

数理1年
プログラミング基礎
松浦

金４

金５



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

月１

機械1年，建築1年，電電1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

機械1年，建築1年，電電1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

月２

月３

数理1年，機械1年，電電1年,情
報1年，建築1年
力学Ⅰ
杉村，成田，和田，宮崎
（習熟度別授業）

数理1年，機械1年，電電1年,情
報1年，建築1年
力学Ⅰ
杉村，成田，和田，宮崎
（習熟度別授業）

月４
数理1年，機械1年，電電1年
Webプログラミング演習
松井，松浦

建築1年
建築学概論Ⅱ
越前谷，老田，北本，蔵田，木
内，包

月５
建築1年
造形デザイン
北本，蔵田，包

情報1年
英語Ⅱ
島末

機械1年
機械図学・製図基礎
杉村，古川，和田

火１
情報1年
微分積分学基礎Ⅱ
塚本

建築1年
建築構法
越前谷，老田，蔵田，包

機械1年
英語Ⅱ
島末

数理1年
微分積分学基礎Ⅱ
樋山，長岡

火２

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
機械工学概論
宮崎，杉村，古川，成田，和田

火３

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
物質科学基礎
吉田，尾身

火４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
電気電子工学概論
田岡，山置，尾身，林，山脇，鹿
間

火５
数理1年，情報1年，建築1年
電気回路Ⅰ
田岡，栖原，林

機械1年，電電1年
電磁気学Ⅰ
栖原，尾身，林

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 体育館 教室

月１

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
スポーツⅡ
西浦

月２

月３

月４

月５

火１

火２

火３

火４

火５

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

水１
情報1年，建築1年
Webプログラミング演習
松井，宮本

機械1年
機械設計基礎
杉村，古川

電電1年
英語Ⅱ
島末

水２

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
現代社会学
岩本
（他学部自由選択履修科目）

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
健康科学
南澤

水３

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
理工学基礎セミナーⅠ
宮崎，吉田，成田，和田，田岡，
栖原，尾身，林，山脇，松本，北
村，松井，田村，越前谷，老田，
木内，包，金井，長岡，塚本，橋
本，宮下

水４
機械1年，電電1年
電気回路Ⅰ
田岡，栖原，林

数理1年，情報1年，建築1年
電磁気学Ⅰ
栖原，尾身，林

水５

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
国際コミュニケーション論
森
（他学部自由選択履修科目）

数理1年，情報1年，数理1年，情
報1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

数理1年，情報1年，数理1年，情
報1年
英語基礎演習Ⅱ
諸木，小林
（習熟度別授業）

木１
建築1年
英語Ⅱ
島末

木２

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
線形代数学基礎Ⅱ
尾身，北村，三浦，橋本

木３

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12
くらしと福祉
沼田

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
教育基礎論
堂埜

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12
哲学概論
梅本

数理12年，情報12年，機械12
年，電電12年，建築12年
くらしと芸術
西・川内

木４
電電1年
電気回路演習Ⅰ
田岡，栖原，山置

建築1年
建築設計製図基礎Ⅱ
北本，蔵田

木５

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 体育館 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

水１

水２

水３

水４

水５

木１

木２

木３

建築1年
建築設計製図基礎Ⅱ
北本，蔵田

木４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
キャリアデザインⅠ
宮崎，田岡，松本，越前谷，老
田，樋山，上村，福井，橋本

木５



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用
習熟度別授業及び
他学部自由選択科目

教室 大講義室
（講義棟）

数理・情報処理１ 中講義室A 講義室Ａ 講義室B 機械実習室 電気実習室 建築実習室 製図室A

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅱ
谷川，宮下

数理1年，情報1年
線形代数学基礎Ⅱ
谷川，宮下

金２

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本

機械1年，電電1年，建築1年
微分積分学基礎Ⅱ
谷川，三浦，川谷，橋本

数理1年
英語Ⅱ
島末

金３ 保健医療学部で使用

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎生物学
中辻

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
基礎化学
鴻上

金４

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
情報科学概論
松本，北村，松井，宮本

金５

数理1年，情報1年，機械1年，電
電1年，建築1年
数理科学概論
三浦，金井，長岡，塚本，川谷，
橋本，宮下



 資料９－４　　２０２０年度　理工学部　想定時間割一覧表　（後期）

1年開講科目 他学部使用

精密機械室 実習工作室 数理・情報処理２ 製図室B 体育館 教室

※各年次の開講科目を右の背景色で表記しています

金１

金２

金３

金４

金５



資料10　　体験見学・インターンシップ承諾書　　

日付 会社名

平成30年6月15日 近鉄ビルサービス株式会社

平成30年6月20日 三建設備工業株式会社大阪支店

平成30年6月14日 奥村機械株式会社

平成30年6月15日 三洋工業株式会社大阪営業所

平成30年6月15日 文化シャッター株式会社関西支店

平成30年6月14日 三栄電気工業株式会社大阪支店

平成30年6月15日 日製電機株式会社大阪支社

平成30年6月19日 ヤンマーエネルギーシステム株式会社大阪支社

平成30年6月15日 泉州電業株式会社

平成30年6月15日 きんでん関西サービス株式会社

平成30年6月15日 きんでん大阪支社

平成30年6月14日 タカダ・ビルテック株式会社

平成30年6月18日 菱電エレベータ施設株式会社大阪支店

平成30年6月20日 栗原工業株式会社

平成30年6月20日 萬世電機株式会社

平成30年6月15日 不二熱学工業株式会社

平成30年6月18日 株式会社アスカ電工

平成30年6月14日 株式会社ダイワデンキ

平成30年6月15日 三菱電機株式会社関西支社ビルシステム部

平成30年6月19日 ジェコス株式会社

平成30年6月19日 株式会社エステック

平成30年6月14日 YSB株式会社

平成30年6月15日 株式会社フルタイムシステム

平成30年6月18日 株式会社エムオーテック

平成30年6月14日 奈良OAシステム株式会社

平成30年6月18日 株式会社三菱地所設計

平成30年6月20日 株式会社松田平田設計大阪事務所

平成30年6月15日 株式会社久米設計大阪支社

平成30年6月15日 村本建設株式会社

平成30年6月14日 株式会社奥村組関西支店

平成30年6月15日 株式会社キンコー

平成30年6月18日 藤工業株式会社大阪支店

平成30年6月20日 株式会社アクティブ

平成30年6月20日 株式会社五伸

平成30年6月14日 森松工業（株）大阪支店

平成30年6月15日 テラル株式会社大阪支店

平成30年6月15日 木村工機株式会社

平成30年6月18日 鶴亀温水器工業（株）

一覧表



日付 会社名

平成30年6月15日 西日本発電機株式会社

平成30年6月15日 株式会社西原衛生工業所

平成30年6月14日 上武建設株式会社

平成30年6月15日 アルコ建装株式会社

平成30年6月15日 阪神金物株式会社

平成30年6月15日 アイビーエー株式会社

平成30年6月15日 谷村実業株式会社

平成30年6月14日 中部フローリング株式会社大阪支店

平成30年6月14日 阪神瓦斯産業株式会社

平成30年6月19日 アサヒ衛陶株式会社

平成30年6月20日 株式会社木村商会大阪

平成30年6月14日 奈良レミコン株式会社

平成30年6月15日 株式会社ナカシマ

平成30年6月18日 株式会社タイキ

平成30年6月18日 ホーコス株式会社

平成30年6月15日 松本建材土木有限会社

平成30年6月15日 （有）太鴻

平成30年6月14日 三協立山株式会社三協アルミ社関西ビル建材支店

平成30年6月14日 日昌グラシス株式会社大阪営業所

平成30年6月15日 株式会社建研大阪支店

平成30年6月15日 ジャパンパイル株式会社関西支店

平成30年6月14日 株式会社白子松次郎商店

平成30年6月15日 日ポリ化工株式会社

平成30年6月15日 株式会社精研

平成30年6月15日 鹿島道路株式会社関西支店

平成30年6月15日 麻生フオームクリート株式会社

平成30年6月18日 株式会社東精ボックス

平成30年6月19日 太陽工業株式会社

平成30年6月18日 杉田エース（株）神戸営業所

平成30年6月15日 株式会社Ｊ.フロント建装

平成30年6月14日 株式会社栗本鐵工所

平成30年6月19日 タカラスタンダード株式会社関西直需支社

平成30年6月18日 高橋カーテンウォール工業株式会社

平成30年6月15日 日成ビルド工業株式会社

平成30年6月18日 株式会社平田タイル

平成30年6月14日 ライト工業（株）西日本支店

平成30年6月14日 オリエンタル白石株式会社大阪支店

平成30年6月15日 三和シャッター工業株式会社関西ビル建材支店

平成30年6月18日 東洋シヤッター株式会社大阪ビル建支店

平成30年6月15日 村本道路株式会社

平成30年6月14日 株式会社松田平田設計



ねらい １年次 ２年次 ３年次 ４年次

　大学の学びを知る
　理工の学びを知る
　理工人材の将来像を描く

　社会人に求められる資
   質、能力を身につける
　理工業界を知る

　進路決定に必要な知識・
　能力、主体的な職業意識
　を身につける

　目ざす進路実現
　社会人としての意識づけ

幅広い視野の養成
他者との協調姿勢の養成
卒業研究への展開

社会貢献意識の養成

〇 キャリア基礎力の修得

〇 キャリア意識の育成

〇 進路情報の獲得

〇 キャリアに活きる免許資格取得

〇 企業現場を知る

〇 進路決定力の獲得

　キャリアに活きる免許資格の取得
　キャリア意識の育成
　企業現場を知る
　進路決定力の獲得

　キャリア基礎力の修得
　キャリア意識の育成
　進路情報の獲得

　クラス担任

資料11    社会的・職業的自立に関する指導等及び体制

　理工各分野の基礎的知識・幅広い視野の養成
　他の専門分野との関連性を学ぶ

教
育
課
程
内

指
導
体
制

教
育
課
程
外

キャリアセンター

社
会
的
・
職
業
的
自
立

　進路関連科目
　担当教員

教育課程外教育

学生個別指導

教育実践

〇 理工人材としての将来像を描く

〇 社会人に求められる資質、能力
　 を身につける

〇 キャリア基礎力を身につける

〇 社会貢献意識を育てる

〇 目ざす進路を実現する

学部

キャリア

デザインⅠ

卒業研究

Ⅰ・Ⅱ

キャリア基礎力 特別講座

各種資格取得対策 特別講座

インターンシップ（希望者対象）

就職試験対策・模擬面接

キャリアデザイン 担当教員

キャリア

デザインⅡ

理工学実践

演習Ⅰ・Ⅱ
理工学基礎セミナーⅠ・Ⅱ

業界・企業セミナー

キャリアセンター主導

学部連携協力

キャリア

デザインⅢ

キャリア

デザインⅣ

連携協力

情報共有

２年担任

１年担任

３年担任

４年担任

理工学実践演習 担当教員

卒業研究 担当教員

学部学科・専攻別

進路会議

キャリアセンター会議
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